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の
聞
で
自
額
一
が
，
流
行
M

し
た
そ
れ
は
一
ぶ
の
で
は
な
い
の
か

l
l。
一

勉

強

、

受

唆

Y
エ
リ
ー
ト
誉
フ
ン
ク
付
一
は
、
乙
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
よ
。

「
人
生
不
可
解
」
と
叫
び
投
身
し
た
一
菜
、
子
供
た
ち
は
、
唐
突
に
死
へ
一
け
し
て
、
出
来
な
い
子

P志は
ふ
D
お
一
つ
ぎ
に
、
子

PE遊
び
場
が
な
い

旧
制
竺
高
等
学
校
生
、
藤
村
傑
に
象
一
室
静
出
す
の
で
は
な
い
。
笑
顔
が
一
と
さ
れ
て
い
え
ど
う
し
ず
勉
強
事
受
一
乙
と
。
子

gは
仲
間
と
遊
ぶ
こ
と
で

徴
さ
れ
る
。
生
と
死
の
問
題
を
突
き
つ
一
轡
え
る
。
学
校
へ
行
〈
の
を
い
や
が
る
一
験
と
た
た
か
っ
て
い
く
か
と
い

E
と
一
事
~
ち
ゃ
人
間
関
係
が
つ
く
ら
れ
て
い

め
て
ヲ
え
昔
、
そ
の
結
果
と
し
て
死
一
友
人
と
壊
な
く
な
る
。
重
に
閉
じ
さ
え
先
生
た
ち
は
妻
、
助
ザ
安
正
一
く
の
で
す
。
遊
び
場
が
な
い
か
ら
テ
レ

を
選
ぶ
よ
う
な
傾
向
が
、
い
ま
で
は
子
一
乙
も
る
・
:
:
。
死
判
官
製
」
は
な
く
、
一
も
し
な
い
@
そ
う
い
っ
+
海
合
で
は
人
一
ピ
を
な
が
い
乙
と
見
て
い
る
と
い
う
乙

供
た
ち
の
世
界
に
ま
で
降
D
て
き
た
と
二
p
uみ
、
惚
れ
可
心
を
わ
か
っ
て
ほ
し
が
一
間
性
を
大
事
に
し
て
い
く
余
裕
串
織
の
一
と
に
な
る
。
テ
レ
ビ
の
彫
・
は
大
き
い

い
う
の
だ
ろ
司
£
問
。
一
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
際
え
を
正
面
一
な
い
な
か
で
育
っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
一
で
し
ょ
.
テ
レ
ビ
の
番
組
で
子
pvも
ら

ζ
ん
な
背
景
の
中
で
、
子
供
喜
々
は
一
か
ら
受
け
広
め
て
、
や
れ
る
家
庭
や
学
一
も
が
人
間
ら
し
い
も
の
ぞ
と
D
も
P
テ
一
し
く
な
い
社
会
的
要
件
を
そ
の
ま
ま
う

受
験
や
セ
ッ
ク
ス
の
「
壁
」
に
ぶ
つ
か
一
校
が
あ
れ
ば
い
た
い
け
な
い
墓
標
の
列
一
ょ
う
目
を
む
け
て
い
か
な
〈
て
は
な
ら
一
け
入
れ
て
し
ま
う
の
で
、
情
慢
も
ゆ
が

っ
た
時
、
解
決
策
と
し
て
、
自
殺
を
選
一
は
確
実
に
少
く
な
る
。
一
な
い
・
一
め
ら
れ
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
、
子
P
F
B

一
具
体
的
人
主
ず
れ
ば
い
い
か
と
い
一
本
来
の
奈
か
ら
遣
い
も
の
に
な
っ
て
し

怒

川

治

議

稔

影

時

効

終

ι
d
y，Z、
ミ
ナ
一
う
と
、
子

P5集
団
で
境
警
早
一
号
。

…も
J
L
S
:一
志

ゑ

ご

r

一
べ

h
p・
武

彦

爪

一

、

一

五

一

一

お

ら

-

ご

一

糸

懇

-
w
y
i
J
Sジ
一
急
に
つ
く
る
と

U
Eと
で

す

長

一

子

P
E、判
断
力
も
乏
し
く
て
、

や

ら

?

と

3

¥

砂

町

時

;
"
E
L
-
-
;
c
一
自
然
の
な
か
で
遊
ぶ
乙
と
が
出
来
な
一
な
に
か
誓
是
場
合
は
、
お
と
な
が
手

4
a
1

『'
1
・同，『
4
・

'aw

一
〈
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
妄
さ
し
の
ぺ
な
げ
れ
ば
、
打
ち
か
つ
て

一
い
ま
の
整
育
政
策
、
と
〈
に
涜
掲
の
政
一
ゆ
く
乙
と
が
出
来
な
い
場
合
が
多
い
。

一
か
ら
は
じ
ま
D
ま
す
ね
。
一
僚
の
ひ
ず
み
の
結
果
と
℃
つ
こ
と
で
す
一
ま
し
ず
勉
強
や
喜
望
号
、
友

弁

護

士

一

子

S暴
言

警

官

一

子

記

長

、

民

事

善

一

情

や

そ

れ

ぞ

れ

室

長

し

に

く

金

住

典

子

氏

一

の

か

、

妻

ち

に

間

管

た

Eて
い
一
会
的
な
殺
人
妻
、
子

P
E犠
牲
者
支
て
委
を
て
い
る
の
で
そ
れ
だ

ま
ず
、
察
予
患
の
立
場
に
な
っ
一
っ
し
ょ
に
死
ぬ
の
も
、
自
閉
性
的
に
迫
一
と
い
っ
て
い
い
で
す
均
一
草
案
も
複
緯
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。

て
考
え
ま
る
と
ふ
一
見
守
一
い
乙
ま
れ
李

5
3、
貌

実

一

言

雲

蓄

貸

一

子

告

の

問

題

は

お

と

な

社

会

長

す

う

TSは
ナ

イ

ー

ブ

な

も

の

を

一

告

書

た

お

と

な

苦

か

ら

霊

し

一

一

で

す

。

も

っ

て

い

る

の

で

署

長

笠

て

し

ま

っ

宍

そ

の

た

め

同

じ

さ

義

一

卦

井

登

立

尾

氏

一

自

2
5同じ
よ
主
心
情

と

か

撃

の

交

流

と

か

学

校

、

室

の

一

思

い

宅

っ

李

供

が

い

っ

し

ょ

に

死

一

一

な

の

で

し

ょ

品

。

題
な
ど
を
ひ
っ
く
る
め
て
子

S
一
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2乙
と
で
一
喜
一審
高
校
生
自
殺
が
き
な
一
そ
れ
じ
字
、
わ
た
し
た
ち
は

g

に
と
っ
て
大
切
な
患
に
ぶ
つ
か
っ
た一

Z、
守
色
さ
が
な
く
な
っ
た
一
つ

E
Z、集
団
自
殺
事
つ
一
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

響

、

そ

を

う

衆

D
Zと
が
一
と
い
う
こ
と
に
な

D
Z均
一
文
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
す
名
義
の
が
、

i
g奏
会

連
差

出
来
る
か
に
か
か
つ
ぎ
る
。
妻
、
一
乙
れ
は
、
い
ま
の
教
育
の
♀
み
が
一
筆
聖
書
を
い
豆
風
潮
が
み
の
大
会
で
震
も
ふ
く
め
た
蓄
量

六
人
た
お
子
告
を
震
ず
る
乙
と
大
き
な
原
因
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
長
一
ら
れ
る
の
は
、
生
命
を
ま
著
書
の
逆
コ
ー
ス
と
事
く
ん
で
い
く
。
子

、
、
、
、
一
て
生
命
を
守
る
こ
と
を
基
本
ス
ロ
1
ガ

告

を

と

D
ま
く
学
校
童
話
の
国

ペバミミペパ

S3iぺ六バペ
5
‘
一
だ
し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
題
、
露
、
警
手
べ
て
の
雪

崩

人

允

力

で

手

引

を

一

は

、

な

ん

と

も

雷

え

な

い

思

い

で

す

母

親

大

会

で

も

大

き

い

問

題

と

し

て

と

J
μ
'
1

・

:

i
・
一
乙
う
い
色
殺
の
原
因
は
、
小
学
校
り
あ
げ
、
賛
政
府
に
そ
の
案
を
も

低
年
程
に
見
義
者
も
を
な
内
一
な
る
役
を
演
じ
て
い
る
。
震
と
妻
一
掃
入
国
際
平
和
自
由
連
盟
の
総
会
一
か
ら
雲
っ
て
い
る
の
ロ
ゃ
な
い
で
す
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
現
代
っ
子
た
ち
の
、
死
に
対
一
が
乱
交
錯
す
る
台
で
、
子
供
た
ち
の
、
一
婦
人
国
際
平
和
自
由
選
盟

(
W
I
L
一
界
の
建
設
を
よ
び
か
け
た
ζ
の
総
会
は
一
か
。
ま
ず
、
幼
稚
園
か
ら
入
訟
が
あ
っ

ず
る
恐
想
露
樽
さ
だ
。
一
死
へ
の
恐
怖
が
?
な
っ
て
い
く
と
し
一

P
F
H閤
連
N
G
O国
内
婦
人
賞
会
一
妻
、
広
島
の
錨
の
音
で
開
会
さ
れ
一
て
、
小
学
校
か
主
主
ス
ト
、
テ
ス

テ
レ
ビ
で
、
漫
聞
や
劇
闘
で
、
製
一
て
も
不
思
畿
で
は
な
い
。
一
加
盟
団
体
の
一
つ
、
日
本
支
部
会
長
一
九
一
ト
。
勉
強
の
わ
か
ppな
い
も
の
は
小
学

刺
殺
、
薬
殺
、
心
中
、
情
死
、
切
腹
、
一
ま
た
小
、
中
常
生
の
聞
で
は
、
漫
国
一
辻
キ
ヨ
氏
)
の
第
二
十
回
国
際
総
会
が
一
開
会
式
に
は
、
海
外
二
十
ニ
ヵ
国
あ
一
生
で
も
落
ち
こ
ぼ
れ
の
ま
ま
。
中
学
や

事
故
死
・
:
:
、
あ
h
u
と
あ
ら
ゆ
る
、
一
劇
画
を
嘗
〈
こ
と
が
一
時
閣
の
プ
l
ム
だ
一
八
月
十
日
か

b
+五
日
ま
で
東
京
・
港
一
ら
九
十
二
名
、
日
本
か
b
二
百
十
三
名
一
高
校
へ
入
れ
ば
こ
ん
ど
は
受
験
。
勉
強

H

死
H

の
E
フ
マ
が

a . 

(昭和46年T月初日発行第3種郵便物認可}安帝 f、来斤四靭

グ
青
年
期
d

を
悩
む

体
の
成
長
と
釣
合
わ
ぬ
心

国

死
に
急
ぐ
子
供
た
ち
(
小
中
学
生
)
が
予
定
て
い
る
。
首
つ
り
、
飛
ぴ
管
、
ガ
ス
の
コ
ッ
ク
を
ひ
ね
っ
て
:
i
。
乙
の
六
日
に
は
、
宮
城
県
の
海
岸
諸

学
=
一
年
の
二
少
女
が
入
水
自
殺
し
た
μ
同
情
、
お
ら
レ
い
と
い
う
。
六
月
に
は
愛
知
県
で
学
校
岨
す
の
女
子
中
学
生
三
人
が
字
率
D
合
っ
て
集
団
入
水

し
だ
受
験
、
男
友
逮
:
:
:
心
情
は
複
雑
で
あ
る
。
統
い
て
七
月
、
小
中
学
生
で
は
な
い
が
錆
玉
県
で
十
七
歳
の
少
年
二
人
が
「
疲
れ
た
あ
ば
よ
」
の
遊
山
首

を
務
υて
死
ん
だ
。
一
一
人
と
も
尽
の
背
広
で
正
号
て
。
な
ぜ
?
特
に
子
供
た
ち
、
そ
の
幼
い
心
に
と
己
て
自
殺
と
い
品
念
一
変
幻
法
得
る
か
・

ζ
れ
は
間
遣
い
な
く
親
た
ち
の
、
大
人
た
ち
の
問
題
で
あ
る
。

厚
生
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、

E
l十
四
歳
の
自
殺
は
、
四
十
年
代
前
半
で
四
十
伴
前
後
。
そ
れ
が
四
十
八
年
に
は
九
十
五
件
、
四
十
九
年
、
六
十
八
件
、

五
十
年
、
八
十
九
件
、
玄
十
一
年
、
八
十
四
件
。
医
師
の
死
量
断
育
基
〈
数
字
だ
が
、
子
供
の
場
合
、
自
殺
と
事
故
の
判
別
は
難
し
く
、
実
在
も
っ

と
多
い
は
ず
。
し
か
も
、
と
れ
ら
、
自
ら
A
聞
を
絶
つ
少
年
、
少
女
の
ま
わ
b
に
は
、
何
十
倍
、
判
百
倍
も
の
H
自
殺
予
備
軍
'
が
い
る
と
い
う
。
子
供
の
自

殺
は
、
も
は
や
特
異
現
象
で
は
な
く
な
っ
た
。
幼
い
魂
は
、
何
に
悩
み
、
な
ぜ
木
条
理
な
死
を
選
ぶ
の
か
l
l。

~ 

自
殺
に
至
る
動
機
を
正
確
に
つ
か
む

の
は
雛
し
い
。
ま
し
て
子
供
の
場
合
、

遺
警
務
レ
て
去
る
例
は
事
れ
だ
。
思

い
当
る
仔
動
や
言
葉
を
も
と
に
虫
丸
町
る

し
か
な
い
が
、
別
衰
の
un
懇
碑
銘

'
H

小
中
学
生
の
自
殺
(
毎
日
新
型
立
十
一

年
一
月
の
記
事
か
ら
転
蛾
)
は
、
受
験

や
爽
性
問
題
が
、
子
供
た
ち
を
死
に
駆
一
の
が
二
件
。
め
ざ
ま
し
い
体
の
発
育
に
一
一
流
会
社
に
入
る
た
め
に
有
名
大
学

D
た
て
た
ζ
と
を
教
え
て
い
る
。
一
加
え
、

H
ポ
ル
ノ
状
況
d

と
呼
ほ
れ
る
一
へ
。
そ
の
た
め
に
は
、
進
学
校
を
。
さ

別
授
の
自
殺
者
一
一
一
十
人
。
っ
ち
、
三
一
社
会
環
境
の
中
で
、

H
性
の
目
覚
め
'
一
ら
に
は
有
名
中
学
、
名
門
小
学
校
へ
i

十
一
人
も
が
中
学
一
一
一
年
生
と
小
学
校
六
一
は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
始
ま
る
。
体
一

年
生
最
高
学
年
。
進
学
習
不
安
な
一
と
心
の
微
妙
な
護
(
か
っ
と
う
)
が
一
そ
ん
な
す
I
ト
・
コ
1
ス
か
長

心
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
中
学
二
一
少
年
や
少
女
を
死
へ
誘
い
込
ん
だ
と
し
一
恕
す
れ
ば
、
絶
望
が
待
ち
受
け
て
る
か

ま
一
の
一
零
は
、
「
高
校
入
居
失
敗
て
も
不
思
繊
で
は
な
い
。
セ
ッ
ク
ス
に
一
の
安
J

な
風
潮
が
、
子
供
た
ち
の
心
を

母
に
し
か
ら
れ
て
」
「
合
格
レ
た
が
、
一
ま
つ
わ
る
動
機
は
、
関
係
者
が
ロ
を
つ
一
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き
裂
く
。
ペ
ー
パ
ー
-

家
庭
斜
コ
1
ス
に
入
れ
ら
れ
て
」
と
、
一
ぐ
む
こ
と
も
多
〈
、
突
数
は
も
っ
と
多
一
テ
ス
ト
の
結
果
だ
け
に
一
喜
一
更
し
が

子

宮

震

壁

の

憲

章

、

そ

の

一

い

は

ず

一

時

一

ち

な

教

事

量

産

、

重

え

を

他
の
ケ
l
ス
も
「
勉
君
疲
れ
た
」
一
一
般
的
に
自
殺
の
動
機
は
、
青
年
期
一
す
の
「
性
」
を
、
襲
深
〈
育
て
て

「
成
績
が
伸

Z
i
-
-。
喜
一
言
、
露
、
襲
安
官
立
ち
一
や
る
余
裕
は
あ
D
そ
う
に
も
な
い
。

や
内
申
・
を
震
視
す
る
受
験
の
緊
袈
が
一
壮
年
期
は
、
男
性
が
仕
事
上
の
、
女
性

も
た
わ
レ
た
死
と
い
え
る
。
一
川
出
家
庭
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
老
年
に
入

さ
ら
に
、
ま
だ
あ
ど
け
な
い
小
学
校
一
る
と
、
病
弱
な
ど
の
健
康
状
態
が
加
わ

六
年
生
で
虫
支
「
私
立
中
学
の
受
験
に
一
る
・

失
敗
」
「
進
学
勉
強
に
疲
れ
た
」
と
一
こ
の
青
年
期
の
不
安
や
儲
み
が
、
小

，
告
苑
n
し
て
い
る
。
一
中
学
生
の
世
界
に
ま
で
降
D
、
自
殺
の

ま
た
異
性
問
題
を
に
お
わ
せ
て
い
る
一
低
年
働
化
を
起
し
て
い
る
の
だ
・

鋼工マ4"'!t

「ワ
l
、
ボ
ク
に
も
と
れ
る
」
い
っ

ぱ
い
に
背
伸
，
?υ
て
、
楽
し
い
ナ
シ

の
も
ぎ
弁
事
H
小
田
急
治
世
相
の
ナ
シ

畑
で
。

〈月3回発仔10日・ 20日・ 30日)

ま。死グ
るグの。
てグ恐グ
稀。怖グ
薄グ感グ

も
っ
と
根
深
い
現
代
病
語
、
自
般
の

(遜巻509号)

登
戸
、
宿
河
原
が
中
心
と
な
っ
て
い

る。
新
種
の
初
世
但
も
や
が
て
お
目
見
得

し
、
ナ
シ
閣
は
多
摩
丘
陵
の
烈
川
、
柿

生
地
区
や
湖
南
方
面
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ

た
。多
摩
川
地
区
の
ナ
シ
聞
は
約
二
亘
ハ

十
府
、
黒
川
・
柿
生
地
で
二
百
野
に
も

撃
が
、
暑
さ
の
去
っ
た
初
秋
の

E
Y

イ
プ
を
兼
ね
て
、
足
を
運
ぶ
家
族
づ
れ

で
に
ぎ
わ
う
。

ナ
V
園
準
備
O
K

す

STの
届
く
と
こ
る
に
、
査
の
一
ら
い
樗

突
が
い
〈
つ
も
並
ん
で
母
、
光
っ
て
い
一
多
摩
川
ナ
シ
、
、
そ
う
古
い
琶
な
は

る
の
だ
か
ら
、
子
供
た
ち
は
大
事
び
一
な
い
。
明
治
も
後
期
1

川
崎
の
当
麻
震

だ

。

一

次

郎

さ

ん

が

，

開

発

H

し
有
同
家
の

サ
ワ
ッ
と
し
た
歯
ざ
わ
h
u
、
ロ
い
っ
一
家
号
を
と
っ
て
「
長
十
郎
」
と
命
名
し

ぱ
い
に
甘
い
汁
が
ひ
O
が
っ
て
初
秋
の
一
た
の
が
七
も
そ
も
の
初
ま
D
と
い
う
。

爽
か
な
味
で
あ
る
。
一
容
止
の
初
め
に
は
、
川
崎
大
師
河
原

多
摩
川
ナ
ジ
も
、
も
ぎ
と
D
の
時
期
一
を
中
心
に
手
広
〈
鎗
宿
さ
れ
た
と
い
う

に
は
い
つ
為
ナ
ジ
園
は
客
を
迎
え
る
一
が
京
浜
工
業
地
帯
の
拡
苓
』
、
栽
培
地

単
備
で
い
ま
永
コ
の
尋
も
償
D
た
い
〈
一
は
多
摩
川
に
沿
っ
て
北
上
し
、
い
ま
は

〈ユ〉

弓|つ越し、転校を悩んだ?

高校受験を苦にして

成績が下カq)、志望校のことで
父親と意見合わず

学校を休んだ乙とをうとにしから l
れて i 

私立中学の受験に失敗

じん臓病で l年休学して

第末テストでー宅から二番に下
ったのを気札 て

転校後欠席、卒業できず…

高校合格したが、家庭桝コース
に入れられたのを苦に

高校入試に失敗、母親にしから
れて

進学勉強に疲れて

転校して間もな<? 

「いやな友途がいる」と無断欠席

「友だちができないJr口ぺ
た」とノイロ}ゼ

型E事誌の存在試すため?

号電で期末テスト受け量れず
強に疲れた」と週

木関

男(19) と同せい民宿で自殺

母の死にショックを受けて

事休みの宿題で父親にしかられ

卒業生に集団!Jンチを受けた翌
日

「勉強をどう進めていいかわか
らない」と遺書

他人の自転車に乗っていて補導
された

第とケyヵ、母貌にしかられて

ま羨重工業棋ま奮舵

λ 

小中学生の自紐 (問問年)

いつ どこでだれがどのように な ぜ

1・8大阪市中3男は5) ガ ス議事記雪蓄磨モ22法学勉 !
受験勉強に疲れて

冬休帳をなくして

首つり

感電

量互融

ス

ス

首つl?

酋つl?

首つ D

ガ

ガ中 3男(15)

ノJ、5女(10)
小 5女 (1)

中 3男 (13)

小 6男ー(12)

中 3男(15)

小 6男(12)

中 3男(15)

市

3.6秋田・仙北郡

3.8大阪・門真市・

3.10新潟・五泉市

1 . 7大阪市

1 . 8襲潟・中頭娩

1.27策京・練馬区

2.7埼玉・朝俊市

山2.28 S 

ii設立者世盛期?
???許可主るifiii
重富?空室喜望匡;翼近宅島E正否警察童

話路，明tiiii!?
桟時防司Ef-z 忠実害EF

ii!?ii!主主主将完 首つり中2女(14)市皐3.22肢

学校に行くのがイヤ?

首つ D

身

首つl?

首つ D

食事Eを注
射

首つl?

飛降 D

ガス

ス

ス

ス

首つの

首つl?

首つ D

飛降 D

首つl?

ガ

首つ D

首 τコD

焼

ガ

ガ

中 3男(15)

中 3女(15)

中3女 (15)

小 6男 (2)

中 2女 (3)

中3男 (14)

中 l男(12)

中3女 (14)

中 3女 (15)

中3男 (15)

中 2女 (14)

小4女(10)

小6男(12)

中 3女 (14)

中 2男 (13)

中 3女(14)

中 l男(12)

中 3男(14)

3.24東京江戸川区

3.26福井・大野市

3.30大阪市

4..17埼玉・浦和市

4.17川崎市

5.19矯玉・新座市

市

5.23岩手・二戸郡

神奈川・茅ケ
7.10 Tri市

7.17東京・小平市

8.17千栄・松戸市

a .30東京・立川市
a .30新潟・宕船郡

9.2高知・幡多郡

10.21大阪・池田市

10.30兵庫・西宮市

12. 3千葉、船繍市

12. 8警奈川・漆沢

12.15名古屋市

12.25沼岡・糸島市

調3.27那

動
中
決
議
会
議
」
を
発
足
さ
せ
、

五
部
会
に
分
れ
て
協
世
間
を
す
す
め
て

い
る
が
、
来
だ
中
間
建
昂
段
階
で

あ
る
。
現
段
階
で
は
い
く
ば
く
か
の

予
算
を
出
し
て
六
会
や
会
識
で
隠
し

果
的
に
は
採
算
が
合
弓
ず
か
、
合
わ
な

い
か
で
再
利
用
問
題
は
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
ケ
l
ス
は
多
い
。
ど
司
る
と

の
国
の
政
治
は
再
利
用
l
D
サ
イ
ク

ル
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
P
に
大
変
不
熱

業
が
石
油
に
頼
つ
て
の
食
楽
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

化
学
肥
線
、
農
薬
、
施
設
園
芸
、
機

械
匂
結
果
的
に
は
土
地
は
地
力
を

失
い
、
味
も
、
栄
養
も
低
下
し
て
い

る
。
都
市
ゴ
ミ
や
糞
尿
下
水
汚
泥
な

ど
を
堆
胞
や
ν
、
あ
る
い
は
家
畜
の

餌
に
し
て
有
機
食
世
揮
を
婚
す
乙
と
を

早
急
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
よ
D
食
糧
自
給
率
の
高
い
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ワ
ェ

1
デ
ン

広
菜
ほ
盛
ん
に
や
ppれ
て
い
る
。

資
療
を
大
切
に
す
る
、
再
利
用
す

る
と
い
う
乙
と
は
、
行
政
支
芝

の
シ
ス
テ
ム
を
墜
備
す
る
ζ
と
で
あ

っ
て
、
今
現
在
銭
勘
定
が
合
わ
な
い

か
ら
と
い
っ
て
ソ
ッ
ポ
を
向
い
て
い

れ
ば
、
将
来
図
る
乙
と
は
自
に
思
え

て
い
る
。
(
消
資
仕
窓
錫
酔
品
開
家
)

空
回
。
省
、
資
源

政
府
し
つ
か
り

合
い
は
し
て
い
る
が
施
策
が
な
く
て

は
仕
事
は
す
す
ま
な
い
。
故
紙
、
空

ピ
シ
な
ど
の
回
収
に
し
て
も
、
篭
気

製
品
な
P
蔚
久
消
費
財
の
修
理
体
制

に
し
て
も
、
消
費
者
と
民
間
企
業
の

隠
し
合
い
に
ま
か
ぜ
放
し
な
の
ポ
繕

心
で
、
税
ほ
か
D
の
タ
イ
コ
を
た
た

い
て
い
る
の
が
現
状
と
思
え
る
の
で

あ
る
。と
〈
に
生
ゴ
ム
、
糞
尿
な
ど
の
再

利
用
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
真
剣
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
つ
・
日
本
の
長

成績が思うように伸びず…

病弱、入試を~え入学望みない

、BE
'
占
M
M
干骨
H

だ
れ
も
い
な

一巨

vh
一
い
校
庭
の
白
い
砂
の
上

で
4
1
一
に
虫
の
死
が
い
が
、
真

一
コ
寸
噌
一
夏
の
太
陽
に
ジ
D
ジ
リ

了
へ
一
灼
か
れ
て
い
る
。
喜
平

一
ヨ
開
明
一
が
猛
々
し
く
背
文
房
伸

一
l
可
J

』
ば
し
て
い
る
。
世
間
竹
桃

の
赤
が
鮮
か
で
あ
る
。

子
供
の
と
ろ
ど
こ
か
で
見
た
光
景
な
の

だ
が
定
か
で
な
い
。
骨
均
九
終
戦
の
臼
が

近
ず
く
と
た
ま
ら
な
い
叙
宰
(
せ
き
h
u

ょ
う
)
感
を
伴
な
っ
て
、
こ
の
光
景
が

脳
複
に
浮
ん
で
来
る
。
夏
は
帥
引
い
の
日

で
あ
る
@
戦
い
は
激
し
い
燃
焼
で
あ
る

と
同
号
B
L
必
ず
消
滅
を
予
想
す
る
。
限

り
な
く
孤
訟
な
行
事
で
あ
る
。

-商品
M

合
夏
の
メ
ー
ン
エ
ベ
ン
ト
は
甲

子
園
の
高
校
野
球
で
あ
ろ
う
@
テ
レ
ビ

に
映
る
淳
子
た
ち
の
表
情
に
は
戦
う
者

の
純
一
無
雑
な
心
根
が
そ
の
ま
ま
続
み

と
れ
る
。
出
身
地
に
特
有
な
名
前
、
菌

立
ち
も
み
え
て
、
そ
れ
が
「
あ
の
武
将

た
ち
の
末
え
い
で
は
な
い
か
」
と
楽
し

い
連
事
呼
ん
だ
り
す
る
の
も
、
戦
う

と
い
う
ζ
と
に
}
種
特
段
の
美
し
さ
が

あ
る
か
ら
で
も
あ
ろ

p
吟
ど
ち

b
か

ね
一
方
は
必
ず
破
れ
る
。
無
残
と
い
え

ば
無
残
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
男
の
世
界

の
さ
フ
で
あ
る
。

合
育
会
む
か
し
黒
海
の
沿
同
聞
に
女
だ

け
の
闘
が
あ
っ
ち
一
人
の
女
写
亦
統

治
す
る
。
み
な
馬
術
に
長
じ
オ
ノ
や
ヤ

リ
を
振
っ
て
管
フ
。
種
族
侠
存
の
遣
は

他
国
の
男
に
お
願
い
す
る
が
、
生
れ
た

の
が
男
の
子
だ
っ
た
ら
殺
す
か
男
親
に

預
け
る
。
女
の
子
は
戦
士
に
す
る
・
弓

を
射
る
の
に
邪
魔
だ
か
ら
幼
時
に
告
の

乳
を
切
b
審
シ
テ
。
ア
マ
ゾ
ン
は
ギ
リ

シ
ャ
鱈
で
「
乳
の
な
い
女
性
」
。
こ
れ

は
康
史
上
の
例
外
で
、
戦
場
は
原
則
と

し
て
女
性
の
場
で
は
な
い
。
甲
字
錨
で

は
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
色
と
h
u
ど

P
の
開
聞
を
ふ
っ
て
激
励
す
る
少
女
た
ち

が
箔
を
添
え
"
令
験
士
の
心
は
援
い
立

つ
.
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
つ
と

め
争
女
生
徒
も
る
え
て
い
る
と
か
。
高

校
野
球
の
選
手
が
字
倦
K
待
つ
母
親
を

知
っ
て
い
る
。
朝
の
願
色
に
子
供
の
健

康
の
度
合
を
腕
み
、
食
事
に
気
を
配
D

そ
の
日
が
来
る
と
ひ
っ
そ
り
祈
っ
て
い

丸
戦
士
を
激
ま
ず
や
D
方
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
ろ
A
A
が
男
女
の
役
割
は
こ
こ

で
は
明
白
な
さ
つ
で
あ
る
。
と
と
し
の

夏
も
去
D
、
や
が
て
優
し
い
女
性
の
秋

が
来
る
，

ガス

首つ幻

中 3男(15)

中3努 (15)， 

なにしろ、3年後・6年後のことなのでスター

トをつい先にのばしがち。

しかも、その剛二なると思ったより金額があが

っているのがふつうです二(入学時にかかるお

金を国立大学の場合でみても、この叩年間で

約10倍。当時はとても予想もできなかった数

字です)

目標を高めに設定しておく・・-これが教育資金

積み立てのポイントtいえましょう。

EE量量2這m酬の④

ご入学、ご進学おめでtうございますL

でも、教育にかかるお金もそれなりにあがって

きて、たいへんですね。

ところ亡家計の中ではひt口に教育関連費

tして扱われます於「教育費Jl:. r;教育資金J

は区別して考えましょう。

教育費l:.1ま、 PTA会費や学用品、いろんな

月謝など毎月の決まった出費のことて:だい

たいの予測もっき、管理もしやすレもの。よ〈考え

なりればならないのは、入学金なE入学時に

まとめて支払う教育資金のほうですL

円教育費」と
「教育資金」は
違います;

. 

， 



J 

(2) 

お
と
ぎ
話
『

》
そ
大
切

1

1

;
目

1
・
i
a
o
;
:
i
'
i
」
蝿
嵐
告
が
壇
教
え
て
自
缶
四
畳
を
た
て
さ
ザ
る
t
由
の
施
腔
A
J
〈
D
や
膏
世
年
四
韓
間
運
動
明
挫
の
ハ
ム
掴
制
腫
由
聞
広
、
宙
開
害
防
止

日

本

基

督

教

婦

人

矯

風

会

.

極

陸

軍

と

躍

第

三

三

五

里

軍

品

名

を

録

的

な

事

展

開

し

常

事

、

末

筆

者

盤

整

量

動

な

ど

昔

川

和

子

A

蓑

取

り

制

H

Y

ふ

う

し

有

志

比

六

・

七

年

巴

ろ

か

b

、

民

一

揖

な

に

昆

展

レ

て

い

っ

九

に
な
っ
た
白
は
容
止
去
年
一
に
は
宙
開
閉
・
森
男
掴
禅
L

〈
し
て
闘
う
一
者
と
し
て
逃
差
世
田
必
要
現
在
、
横
酎
一
さ
れ
て
い
る
開
問
題
に

祈
っ
た
と
い
う
「
型
同
運
動
」
が
持
ν
明
抽
ニ
土
ハ
年
、
職
輩
期
監
宵
白
方
桂
車
初
白
事
務
所
を
持
っ
た
.
玄
止
末
期
が
、
揖
措
置
動
を
す
る
姐
輯
白
な
か
で
は
、
担
額
J
J
Y
ポ
ジ
ワ
ム
、
ヤ
ス
ク
ニ

ま
D
。
白
川
Y
ポ
四
八
γ
ヂ
を
、
三
大
券
部
究
し
よ
う
と
い
う
聞
が
お
己
っ
た
か
ら
昭
和
に
抗
廿
ザ
晶
画
各
地
に
買
部
と
b
あ
V
P
れ
、
開
亜
大
軍
災
世
に
反
対
運
劃
門
靖
国
神
社
国
膏
化
反
対
軍

'
自
樟
g
y
ボ
ル
と
し
、
問
巴
費
を
四
五
超
人
審

E
き
属
国
連
動
白
が
出
来
、
薬
・
犬
久
保
白
現
在
宝
は
、
市
川
房
枝
記
努
し
て
購
入
選
号
、
三
重
県
樟
甫
で
あ
っ
+
豊
田

ιっ
て
軍
曹
る
世
界
中
申
人
た
ち
と
義
的
な
軍
一
診
を
ふ
み
出
し
た
.
申
用
地
に
事
世
相
所
事
転
、
掃
人
と
手
記
事
国
窪
勘
定
も
力
を
入
れ
匂
己
れ
が
油
価
書
反
対
し
て
三
草
地
方
眠
判
所

目

つ

な

が

b

を

あ

b

わ

す

も

白

と

し

t

頂

期

人

蝿

且

告

も

己

目

年

に

全

閏

組

障

に

告

訴

、

在

障

被

蝿

宥

へ

白

型

合

運

動

閑

柏

十

六

年

(

一

八

八

三

年

)

に

は

が

事

ち

自

主

婦

人

舗

風

会

と

な

っ

て

、

な

ど

の

ほ

か

、

日

京

白

性

慢

略

で

畠

フ

ラ

ン

シ

ス

・

ロ

イ

ヨ

一

!

ド

女

史

が

米

開

個

辿

酌

も

全

国

的

ど

な

っ

た

.

D

、

日

本

白

書

を

富

田

P

軍

E

D

破

壇

固

に

曙

凪

舎

を

つ

〈

っ

て

、

世

界

各

地

開

凪

到

に

開

担

問

阻

害

を

つ

ぐ

り

抽

を

守

主

連

で

さ

れ

て

い

る

キ

1

セ

y

に

事

楢

運

動

￥

寛

容

議

4

9

訴

え

時

方

連

動

に

も

D

ト

官

、

し

b

み

つ

ぶ

し

観

光

白

匡

対

、

ト

ル

コ

風

呂

田

揮

且

など白
ほ
か
、
酒
曹
白
防
止
、
間
中
h
m
パ

コ
の
田
岡
眠
草
山
一
白
景
血
年
者
へ
白
削
恒

対
輔
、
テ
レ
ピ
由
本
民
番
組
追
放
な
E

で
あ
る
。
ι
λ
島
初
代
晶
韻
白
あ
と
、
期
間
キ
骨

子
、
矢
島
揖
干
円
二
回
目
〉
、
小
冊
千

問
、
林
憶
す
、
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
恒
、

R

野
〈
に
、

A
布
白
耳
興
!
小
野
ず
み
白

各
民
が
企
画
に
な
っ
骨
、
晶
画
散
は
約
.

五
千
人
!
月
刊
「
間
人
新
報
」
が
梅
園

陣
、
世
牌
基
督
教
則
人
晴
嵐
舎
に
加
盟

し
て
い
る
。
(
東
京
都
新
宿
区
首
γ
人町

二
l
一
一
三
1
E
〉

、

外
山
先
生

「
一
言
葉
と
人
間
」

を
説
く

J-p 

九
O
年
に
及
ぶ
運
動

¥1J あ

• 
禁
酒 i

平ー
平日

純
潔

. 

写
真
は
、
簡
二
十
回
帰
入
園
臣
告
全

国
大
舎
で
聞
係
団
体
の
人
た
ち
を
紹
持

し
て
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ソクラテスは「情品。開」を践きまし

た。白分は何も知らない、とい5こと

を知れ、というのです。それが健の学

日目出揮でした。

デカルトはr疑~，ことからB夜立ちま

した。踊って、 騒って鰻いぬいて、

なおかつ、様うことのできない自分の

存在とい'>ものぞゆぴの聞点に据えた

のです。

一品A カミュは「おどろき.，から、

~盃， なにかかはじまる、と考えま

本 しいD町、こともな

い人生のある目、ある瞬間、

・ a 人はおどろき、おどろきに目

.，.，.-'"めて学日ぞ開幽するとい5

鼠…学ぴ申出郷は、人さまざ去
であbましょう。剤、人口と

ぞ学Uへと圃5のは、入閣の心由民に

あるr闘いへの側同Jではないでしょヨ

か。その情鵬こそ剤、人をして、白分

自・の..'"に向わせ、販いを起きせ、

そルて、ある瞬間に自ざめさせるのだ

と思います@

ソクラテスのむかしに〈らべれ目、

例繍化社会といわれ'"こんにちの社会

は、たいへん学日やすい周沼田よ~に

..え会"'0~Dとあらゆる字瞳を用い
て学ぶことがで曾るのですから。かつ

ては平盟由連~.偉いたすえ、やっと手

にした掴圃や解答巻、いまでは、いな

がらにして倒られるのですから。

ところが、不思・なことに、そ5な

ればなるほど、闘いの側織は失われて

しまったよ5に恩われます。なぜなの

でしょ ~o 聞いを蝿しようとする矢先

に、解答酎先ま，，!)して与えられてし

ま2うからです。それほど便利な世の中

になったからでナ。このa眠時で、現代
ほど学ぶのに圃蝿な開代陪なかョたと

いってもいいかもしれませんa

そこで、弘の樋舗はこ5です・圃い

国いへの
日竺J情熱

蝉ユ74号

情

費

白

書

官

D

つ

ヨ

あ

る

J

Z

M

L

E

B

2

4

と

い

品

置

す

.

障

制

a

削

指

摘

さ

れ

た

わ

廿

晴

子

.

担

問

置

君

も

問

題

が

あ

D

ま

ず

.

揮

ー
ヵ
ー
に
よ
っ
て
室
b
れ
る
も
白
だ
が
ア
メ
H
力
か
ら
敏
人
さ
れ
事
レ
ち
警
E
は
「
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
シ
」
を
酷
寒
診
で
な
く
生
暗
白
揖
に
お
一
げ
る
電
製
品
の
亭
世
に
つ
い
て
、
原
固
ま

っ
た
情
費
問
、
週
択
レ
注
交
を
つ
け
、
「
企
輩
内
に
あ
づ
て
椅
費
者
白
立
場
か
世
け
王
手
.
い
わ
ば
台
所
っ
き
型
企
テ
ス
ト
己
そ
六
切
と
い
え
ま
し
ょ
う
.
る
と
「
酎
盟
曹
を
啓
患
い
」
が
多
い

そ
れ
に
よ
っ
て
議
な
商
品
を
メ
・
ー
カ
b
霊
唱
え
る
』
女
性
差
問
ず
る
己
所
で
す
.
主
柵
た
ち
が
陣
曲
目
抱
圃
を
も
う
一
つ
、
お
牽
を
つ
く
る
時
自
由
で
す
が
、
己
申
場
合
も
「
な
〈
し

ー
に
つ
〈
ら
せ
る
方
向
に
進
ん
で
い
急
車
な
る
棺
口
で
は
な
〈
、
情
費
者
プ
フ
ス
し
て
、
よ
い
も
白
を
見
骨
廿
よ
輯
ふ
る
い
竜
ツ
プ
Y
プ
を
完
全
に
肱
た
」
「
む
つ
か
し
〈
て
」
と
い
ろ
い

る
.
間
哩
が
E
っ
と
真
剣
に
考
唱
え
ま
互
い
う
と
い
h
め
で
す
.
A
「
ま
で
の
商
品
は
£
お
に
は
=
麗
ふ
る
わ
な
〈
ず
ん
は
な
奇
私
共
四
季
で
阻
F
u
t
み
ま
す
と

メ
ー
カ
ー
主
白
酎
向
は
十
分
軍
却
う
聖
一
索
、
す
.
あ
柔
拝
。
も
と
に
テ
ス
ト
し
苦
白
ら
な
い
白
手
如
、
容
を
三
重
に
し
一
一
二
八
理
基
ケ
1
ス
が
あ
D
容
し

し
て
い
る
対
応
の
聾
雪
-
F
じ
て
い
る
私
P
E
、
商
品
事
研
究
扇
は
、
梢
子
炉
、
そ
む
u
t
は
布
十
会
議
置
疋
三
度
ふ
る
っ
た
間
接
を
ね
ら
っ
た
有
メ
ー
カ
ー
に
も
閉
ま
ぜ
る
工
夫
か

が
、
基
本
的

ι
「
柚
を
つ
か
う
人
」
白
費
者
白
寓
白
向
型
，
桂
世
に
富
加
さ
せ
居
へ
時
帰
っ
て
白
骨
慌
に
、
過
酷
な
ヨ
製
品
問
出
ま
し
ち
買
睦
K
は
胴
と
嗣
品
曹
だ
と
思
い
ま
す
が
、
潤
費
者
も
安

置

見

は

、

世

奇

人

易

な

ケ

ー

ス

は

改

め

ね

ば

な

h

u

ま

ぜ

銭

立

主

婦

が

企

業

を

リ

!

ド

ピ

白

書

は

一

毒

害

し

た

が

掛

か

新

し

い

梢

置

「

仔

っ

て

決

っ

て

〈

る

」

岬

4

5

君

主

由

主

世

に

な

呈

時

・

・

p

-

t

l

b

・

-

・

1

・

i

・

，

P

E

E

2

2

2

に

す

べ

婁

宮

思

代

如

来

有

E

車

Z
・

F
旬
u
r
i
-
-
1
日

λ
圃
，
『
同

2
r
J
h
z噌
昼
間
同
日
t
h
r
L
'
ド
・
a

い
ま
す
.
わ
が
国
自
企
曜
は
梢
費
者
間

謹
貫
一
者
世
拍
車
也
，

S
L・
h
n
n
崎

〈

a副
司

/

1

F

q

J

f

i

w

'

『

ハ

町

E

一

ノ

3

1

閣

に

対

す

る

長

明

g
p末
十
会
主

セ

y

h

m

l

門

商

甫

5

で

す

.

モ

の

点

で

「

主

冊

目

仕

事

は

中
央
区
量
)
四
劃
立
四
周
手
配
車
白
購
入
白
墨
覇
軍
赤
そ
う
と
い
主
に
、
か
い
方
も
遣
な
〈

L
ま
す
.
白
聞
に
軒
が
た
ま
っ
て
控
抽
表
大
医
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
田
幸
よ
く
閉
き

護
索
、
酔
輪
車
田
商
品
事
研
究
特
世
主
主
子
.
y
l
y
ズ
を
盟
主
ま
し
ょ
う
.
で
開
れ
な
か
っ
た
包
H
T
.
己
由
意
ま
す
が
、
間
遭
い
だ
と
思
い
ま
す
。
考

車
整
所
長
・
一
暴
露
す
器
「
新
書
芽
ぼ
〆
ン
パ
1
白
一
人
、
妻
極
め
て
丈
夫
な
は
ず
な
自
に
、
私
訴
は
、

p
y盛
時
五
面
白
議
申
よ
え
な
が
お
主
用
定
車
、
委
置

し
い
時
岱
L
指
甘
る
梢
費
者
と
企
輩
」
白
書
撃
事
ん
は
ヂ
チ
t
t
蕪

M
E用
に
三
ヵ
月
匝
用
し
主
も
ら
っ
た
い
開
き
も
の
な
白
で
し
ょ
品
、
揖
腫
な
も
白
で
、
生
時
四
申
で
由
主
婦
白

白
テ
l
マ
で
、
己
白
間
閣
を
履
い
伊
一
苦
自
配
し
て
い
ま
す
が
、
そ
白
考
え
方
と
己
ろ
、
最
嶋
田
閣
で
一
関
口
鶴
ヒ
吉
穴
酷
白
っ
か
い
方
を
知
ら
な
い
人
の
な
せ
自
の
つ
廿
と
5
8
す
A
W
れ
た
も
の
が

つ
の
方
問
書
ヂ
レ
有
モ
白
要
因
を
択
は
書
考
記
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
か
あ
き
手
レ
有
国
主
は
タ
タ
ミ
に
坐
る
曜
だ
と
且
い
ま
す
。
学
童
用
白
学
園
多
い
白
で
す
.
企
撃
と
し
て
は
ζ
p
u

に
ま
》
昆
工
串
ょ
う
.
基
礎
に
訴
兜
し
、
闘
し
合
っ
+
信
果
を
る
と
い
弘
正
道
に
と
っ
て
醐
聞
な
条
件
帆
、
開
九
合
わ
な
い
輸
入
白
眼
圃
な
と
た
主
婦
白
障
融
雪
南
極
的
に
車
h
u
入
れ

X

X

企
捕
に
伝
え
や
ま
記
し
て
い
ま
す
.
は
あ
る
に
し
ず
品
、
着
用
酷
験
者
じ
で
は
「
メ
ー
カ
ー
は
商
品
と
い
州
五
白
を
て
ぼ
し
い
と
思
う
申
で
7.

H
P
T
B
(
Z
。
ヨ
伺
悶

S
Zヨ
宮
そ
れ
が
「
惜
費
者
書
加
」
だ
と
忌
い
ま
い
な
い
と
い
う
メ
ー
カ
ー
白
，
京
冊
な
真
剣
L
考
え
て
い
な
い
』
E
と
で
す
.

〈土曜日〉

三三三枝佐枝子商品科学研究所長主主

-
日
本
人
ユ
ニ
ー
ク
さ

‘

の
源
泉

グ
レ
ゴ
リ

f
・
ク
ヲ
l
ク
箸

村
担
増
瞳
自
問

北
京
や
番
楢
由
噛
躍
に
陣
釦
立
つ

時
は
自
丹
白
知
的
な
蝿
盟
へ
回
っ
た

と
い
う
唖
じ
1
1
円
官
官
記
増

え
、
骨
析
す
る
人
士
ち
と
一
輯
に
い

る
と
い
う
唖
じ
を
持
つ
白
に
対
し

て
、
羽
田
に
陣
D
立
つ
時
は
い
つ
も

自
升
白
ヱ
モ
l
u
a
ナ
ル
な
陣
里
に

贋
っ
た
車
耐
ず
る
白
は
な
ザ
走
る
う

命

μa著
者
は
一
九
三
六
年
生
れ
、
軍
州

き
つ
て
の
究
観
知
日
慌
で
現
在
よ
智

大
学
主
固
執
司
自
主
臣
、
中
国

間
、
ロ
ギ
自
と
自
由
に
匝
置
す
る

と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ

竜

江

崎

は

ト

ヨ

y

p

ス

タ

1

白

研

究

る

過

程

で

解

笹

秒

得

ら

れ

T
、
お
し

青
い
盟
国
見
t
，
固
定
割
a
は
一
に
よ
っ
て
一
九
七
三
年
に
ノ
i
ベ
ル
つ
ぶ
さ
れ
て
し
$
雪
J
暗
合
甲
方
が
は

九
矢
U
年
「
果
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
」
賞
委
符
レ
ち
だ
が
簡
は
も
ほ
ゃ
る
か
に
多
い
.
露
ず
べ
き
揮
聞
を

が
臣
闘
を
あ
び
、
百
万
部
以
上
回
売
自
宅
L
は
住
ん
古
い
な
か
っ
均
一
持
た
白
人
の
狐
立
唖
は
絶
頂
的
な
ま

れ
宮
責
主
以
来
書
白
底
頭
九
七
四
年
置
し
た
シ
旨
徳
L
世
風
情
損
容
さ
.

を
師
れ
J
人
需
は
世
主
抽
た
な
い
.
ず
る
日
本
人
に
対
し
て
公
開
と
『
日
欧
米
人
は
需
に
、
間
人
と
L
王
百

宜
曹
は
ま
ず
車
1
部
・
l
章
か
ー
に
は
自
丹
白
L
t
正
人
間
白
田
過
積
レ
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ら
、
そ
白
己
と
を
述
べ
「
グ
ル
ー
プ
所
が
な
い
』
と
輯
b
、
日
軍
に
柵
っ
ジ
を
偉
つ
べ
〈
毘
を
つ
か
っ
て
い

・ソ
サ
エ
テ
ィ
井
巴
て
白
日
本
」
そ
ず
晶
〈
完
白
な
い
己
と
聖
ヂ
ν完
売
唖
憎
九
定
@
す
ぎ
る
時
動
盛
耳

目
情
畳
間
と
受
動
世
田
奇
妙
な
其
存
白
眼
米
で
は
こ
匹
担
N

は
ア
イ
デ
輔
世
に
究
ぜ
る
と
書
れ
て
い
る
が
日

背
世
に
あ
る
中
少
を
ユ
子
1
ク
な
眠
ァ
と
エ
永
ル
車
1
に
輔
ち
?
ド
人
間
四
本
官
ほ
、
個
人
と
し
て
@
完
桔
世
は

苦
言
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
足
、
、
宅
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
額
四
ー
」
開
園
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
は

E
封

E
l
f
-
E
b
f

‘

i
〆

H

誌
面
手
奇

集
目
主
義

σ一
ニ

ホ

ン

著
者
官
主
た
「
費
型
金

日
本
」
は
単
な
る
概
意
上
田
支
晶
的

青

い

目

の

鋭

い

観

察

量

管

と

言

。

ず

、

言

き

J

J

j

a
d
ト
ー
タ
ル
弓
J
イ
y
か
p
旬
細
暫

ι揖
簡

ミ
ミ
ミ
込
S
Sミミミミ、、、
S
A言、、、トミ司、、、品、、、、、b品、、、ふミミ、bqha可、、

ず
る
現
誼
を
眠
〈
解
明
レ
て
い
る
.

揮
田
空
事
室
て
い
る
.
己
と
だ
が
、
日
本
語
必
る
ク
イ
融
拍
車
田
中
角
雪
晴
功
と
究
脚

日
本
人
削
他
白
ほ
と
ん
P
T
べ
て
は
打
t
れ
る
二
引
表
現
害
れ
、
個
性
目
輩
出
直
簡
唖
縄
問
酷
闇
揮
、
自

由
国
民
と
基
禾
僧
L

興
る
と
こ
右
的
時
劃
一
ほ
う
し
ろ
掴
宝
量
れ
る
帯
志
社
会
の
自
開
障
、
新
聞
γ

と
週
間
陣

は
、
ま
さ
に
内
な
る
刀
よ
h
J
も
外
な
事
と
な
る
・
色
面
構
造
、
さ
岳
に
茎
あ
た
め

る
力
に
値
暗
で
あ
る
こ
と
、
い
忽
砧
睦
副
性
の
芽
や
求
め
て
い
事
僻
究
に
掴
長
さ
苦
り
れ
て
い
る
女
性
白
地

借
動
的
、
主
体
位
な
は
な
え
費
動
の
自
由
を
ア
メ
リ
カ
白
拍
手
燭
b
れ
位
由
開
園
圭
芸
品
目
白
り
、
散
々

的
、
住
存
的
で
あ
る
こ
え
と
の
値
た
江
崎
時
世
宜
酬
の
ケ
i
ス
は
興
倒
で
白
興
時
聞
い
内
容
を
活
通
語
文
章
で

存
性
己
そ
固
定
と
む
特
異
な
揖
団
あ
る
・
岨
白
個
性
的
な
一
部
申
自
主
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
。

主
義
的
社
告
白
質
事
な
躍
柏
な
目
だ
人
た
ち
に
と
っ
て
、
自
主
に
お
け
る
(
サ
イ
マ
ル
出
阻
書
・

一
司
汽
ち

と
園
白
、
副
学
者
・
江
崎
玲
世
話
を
圃
-
h
t
韓
的
揮
回
目
匡
力
と
開
園
世
円
)

間
に
あ
げ
て
い
る
.
陸
自
邑
白
存
在
と
置
暗
控
撮
幻
求
め
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司
J
一
「
楠
費
者
と
仲
よ
〈
な
ろ
コ
」
「
製

叫
a
一
品
が
ま
〈
知
つ
で
も
b
お
う
」
ll
揖

一
近
申
φ
葉
白
書
曹
で
あ
る
。
そ
の
φ
葉

己
川
一
に
と
っ
て
重
守
串
は
絶
好
白
チ
ャ
y
ス

喧
珂
一
事

ν〈
で
や
お
に
な
る
計
画
一
を
た
て
、

.
2供

E事
ぐ
る
み
号
、
間
費
者

ヘ
一
サ
ー
ビ
ス
ゆ
厳
ね
て
、
企
画
P
R
と
い

ニ
ヨ
ケ
l
ス
が
ふ
え
市
「
あ
な
た
屋

島
H
一
せ
」
白
朝
も
高
な
b
、
平
供
一
も
E
N
晶
、

4x
一
A
V
薫
も
ま
-
r
、
と
よ
石
三
周
a
の
泳

一
フ
イ
笛
石
か
長
d
m
誌
と
し
て
、

「
自
動
車
ク
イ
ズ
」
白
人
気
は
当
時
な
一
日
間
、
円
冊
P
D
日
昼
で
行
わ
れ
た
-
お
り
。
駅
か
ら
世
丹
白
扇
に
、
キ
ッ
コ

が
り
大
置
な
も
白
.
こ
こ
で
は
-
カ
月
一
刑
、
己
と
し
で
三
一
回
司
耳
障
品
目
恒
一

I
マ
ン
白
揖
七
工
場
.
E
ζ
壱
し
よ
う
一

三
万
孟
平
台
甲
車
が
で
き
る
と
聞
い
て
一
倒
仔
事
と
し

τ今
世
も
幌
町

τい
〈
そ
一
抽
白
で
吾
る
ま
で
白
映
回
章
皐
た
あ
と
一

田

幸

丸

〈

す

る

。

一

耐

乏

.

一

工

場

見

学

.

男

宜

な

し

よ

う

抽

だ

け

に

一

夜

七

時

か

ら

キ

ャ

ン

プ

フ

ァ

イ

ヤ

芸
品
目
は
、
大
聖
母
一
行
場
主
軽
一
「
母
と
予
の
キ
ャ
ン
プ
の
曜
い
」
一
議
貧
富
高
い
.
了
。
李
主
事
兄
さ
ん
、
布
陣
芭
ん

想
詰
エ
ア
ロ
ス
パ
ル
白
剤
仔
幸
四
一
(
キ
ァ
コ
1
7
v
晶
密
主
ぢ
一
三
時
記
キ
ャ
ン
プ
描
に
つ
〈
・
広
々
一
目
指
苦
手
町
、
グ
ル
ー
プ
C
と
に

あ
丘
、
子
供
た
ち
は
聖
書
で
蝿
曜
か
ん
一
己
と
し
主
ハ
年
弓
七
用
二
十
六
日
一
と
し
た
揖
白
公
園
D
申
に
腔
岬
目
さ
れ
た
一
回
献
を
う
た
っ
た
b
、
企
画
で
一
ゲ
1
ム
や

聖
L
ぎ
っ
て
と
蛍
貯
金
古
有
一
か
ら
八
吊
十
四
回
ま
で
二
期
}
包
ニ
テ
ン
ト
吋
や
が
て
タ
童
白
畑
咽
.
献
一
ダ
ン
ス
に
興
じ
す
っ
か
旦
興
奮
気
暗
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
こ
白
寧
と
箇
白
一
目
八
O
名
ず
っ
。
全
期
十
六
回
、
約
千
一
立
は
パ
i
ベ
キ
ュ
1
.
一
足
空
に
打
ち
あ
げ
b
れ
た
花
火
耐
見
事

基
難
曲
は
、
と
て
も
中
身
議
い
一
一
一
百
人
白
霊
薬
品
均
一
干
棋
士
ち
は
行
列
で
野
菜
切
D
。
お
一
に
開

Eキ
ャ
ン
プ
一
亜
の
掛
止
符
が

も
の
だ
っ
た
E
と
笠
ふ
さ
胃
吉
岡
み
一
部
里
町
m
g
稚
園
均
小
学
空
吉
一
そ
る
お
そ
る
宰
J

量
定
す
る
ネ
も
あ
一
5
t
れ
t
.

と
れ
合
一
そ
白
母
覇
者
対
車
に
、
千
葉
県
白
野
田
一
る
.
ふ
だ
ん
台
所
享
E
う
乙
と
は
し
一
翌
日
は
六
時
盟
問
、
ヨ
ジ
オ
悼
蝿
.

理
解
を
理
由
切
さ
と
は
大
切
な
己
と
.
這
時
は
い
お
掴
明
記
さ
れ
る
樺
々
な
礎
控
一
「
耳
障
み
白
宿
直
と
し
て
、
同
由
陣
一
市
白
暗
示
公
害
1
y
プ
唱
で
、
t
i
互
い
白
で
あ
ろ
う
J
童
相
唾
し
き
な
こ
の
固
い
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ニ
つ
り
岨
し
に
書
加
し
玄
君
、
一
件
を
つ
く
っ
て
直
閲
さ
れ
る
走
守
ア
ス
一
層
型
あ
皇
子
刑
、
社
会
掛
見
学
ー
と
し
一
y
プ
を
長

L
4、
あ

わ

草

キ

ッ

コ

l

一

あ

る

。

一

ク

に

挑

戦

す

る

.

事

会

園

内

=

一千
肘

【
空
宇
白
票
暴
自
控
室
】
一

九
百
骨
門
白
テ
ス
ト
E
フ
一
九
ー
に
よ
一
て
ま
め
b
れ
る
白
究
室
勘
官
一
マ
y
m
町
田
工
場
も
華
ず
る
.
一
キ

5
4
a向
白
人
胃
は
ト
-一
フ
ジ
ポ
一
に
圃
晩
、
フ
ァ
ミ
日
1
コ
l
ス
と
も
、

ハ
富
士
車
工
t
f
+
葡
)
一
る
手
に
汗
に
ぎ
る
設
定
w
孟
ほ
唖
声
一
ま
す
」
と
書
加
者
白
お
母
さ
ん
白
一
人
一
曹
団
野
田
向
野
田
市
駅
に
つ
く
と
一
M
Y
.
い
つ
で
も
睦
か
が
ピ
ョ
y
ピ
ョ
一
そ
れ
ぞ
れ
四
0
ポ
イ
ン
ト
。
ロ
院
と
ス

圧
帯
は
、
群
属
製
作
崩
主
ヱ
揖
官
曜
一
ま
た
唖
市
円
で
あ
る
。
一
は
踊
っ
て
い
均
一
意
砧
し
い
血
し
ょ
う
聞
の
も
手
合
引
か
-
y
、
キ
ャ
ア
キ
ャ
ア
や
っ
て
い
る
e

一
日
北
L

み
ち
t
壇
画
に
、
自
丹
空
挑
戦

需
用
車
レ
ッ
ク
ス
四
組
立
ヲ
イ
ピ
見
学
一
矢
島
工
場
壱
匂
小
型
需
用
車
レ
オ
一
己
目
鞭
D
鞠
教
室
は
匂
八
月
中
由
一
H
i
p
-
i
8
9
5
H
N
E
U
T
-
L
H
H
E
5
一
さ
宰
樽
る
耳
び
は
、
子
ど
も
た
ち
に

由
時
四
「
自
動
車
。
テ
ス
ト
コ
I
ス
」
了
永
定
事
れ
る
ま
で
四
世
躍
も
、
メ
一
i
(
i
〈
l
i
t
-
-
d
一
『
l
i
l
-
-
J
公
共
事
曹
関
係
賓
と
し
て
一
睡
合
計
一
は
大
き
な
単
刀
だ
っ
た
を
ふ
句
四
九
恒
一
ニ
O
O方
J
l
E
白
盤
宇

で
あ
雪
量
は
掴
輔
、
一
般
に
は
一
定
薗

E
窓
会
主
た
ち
の
姐
一
@
パ
イ
口

7
4ら
エ
ア
ロ
ス
パ
一

一
税
金
と
一
か
皇
出
さ
れ
る
内
在
車
整
備
費
一
寄
与
毘
襲
警
轟
し
由
る
。
一
は
一
年
間
に
ト
呈
ツ
ク
選
ん
だ
捕
物

ハ
告
し
な
い
コ
主
で
あ
る
.
一
四
華
大
い
に
裂
し
弓
い
〈
つ
も
一
ル
倍
程
岳
噴
Z
B
@
ワ
一
仁
十

i
寸
l

lト
1
J
一
兆
一
エ
ハ
九
=
一
寓
〈
二
九
・
六
む
一
白
雪
中
で
盛
い
な
が
ら
事
し
も
均
一
量
(
四
九
語
、
理
由
曹
三
子
.

h
u認可
関

町

一

一

日

計

唯

一

む

初

日

一

い

引

い

れ

け

い

一

医

隆

司

刊

誌

長

時

計

一

を

終

日

間

一

村

山

つ

i
純
創
立
問
山
口
M
U
h
u

一
五
四
摺
向
〈
+
ニ
・
豆
町
)
、
下
京
道
一
聞
も
長
〈
、
と
い
う
朝
た
ち
白
書
盟
が
一

険

A

P

E

A

-

E
が
五
回

一

1

|

|

」

週

晶

甲

道

環

境

憲

章

監

禁

菌

九

四

九

晒

一

抽

引

っ

均

一

泊

FE--盤会
一
O

二

え

と

白

幸

正

人

や

円

(

十

7
5、
住
宅
対
車
旦

1
1
1
1
-
-
一

二

J

U

H

1

0

J

子

主

聞

著

書

童

堂

書

L
置

二

区

目

的

日

時

露

出

足

当

一

昆

虫

界

の

驚

異

展

一

き

毒

詰

誌

が

骨

時

口

起

こ

ん

な

に

圃

吉

田

3
4

二

2
1住
季

五

五

二

九

一

貫

一

一

・

2
新

東

田

美

ー

で

、

草

田

瓦

却

く

当

i
f白世
童
向
と
い
う
ま
〆
に
砲
す
が
、

5
2
2は
|

一
一

金

封

一

宅
吉
差
亘
固
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
め
ず
p
u
い
甲
虫
縄
開
掴
と
昆
虫
を
一
即
時
t
R

童
相
品
、
歯
さ
れ
て
い
手
.
東
京
都
で
は
一
日
排
出
ガ
豆
諸

一
日
じ
野
川
町
公
的
一
諮
問
抑
制
一
九
乃
花
幻
r
u
u
u
y
一

η
ょ討
[
1
民

間

一

一

日

時

十

軒

ι訂
日
前
総
純

一

ま

き

霊

ず

る

ま

や

害

警

変

る

と

五

十

二

年

度

目

喜

一

塁

王

手

る

・

2
5一
こ

ま

い

は

が

君

判

長

容

が

車

問

据

え

四

ニ

2
2差
索

一白
聾
聖
ど
い
怒
る
芸
主
備
を
へ
白
襲
警
認
主
三
一
ジ
ゴ
ク
、
ハ
チ
の
生
聞
包
囲
揮
で
き
一

こ

i
E
2
5
3
z
E
E白日
制
定
員
、

E翌
年

奈

喜

一

号

曲

目

2
3九
時

尚

子

iつ
岡

崎

ド

一

ク

ち

時

議

諸

問

訪

日

訪

日

u
h
r主
義

生

害

事
長
自
民
投
刊
誌
時
間
一
A
U慰
問

一

…

小

田

急

が

一

一

ツ

た

け

れ

町

内

し

g.き

M
M
M

詩
的
mrHU

吾
妻
白
藍
備
を
図
る
否
、
案
提
ず
る
補
助
金
、
住
霊
融
八
歳
に
一
・
ナ
シ
も
ぎ
取

υ券
-

一

E

1

な

品

物

で

票

理

一

日

に

ニ

亙

♀

J

D

ゴ

内

一
重

2
2
2し、
罪
対
す
る

2
2よっ
て
一
賢
一
小
田
警
は
9
月

1

日

か

す

回

二

ア

揺

す

・

器

ミ

第

一

言

一

一

富

田

家

宅

援

E
i
E
g
E
8

て
さ
O
置
円
差
思
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
釜
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
も
一
塁
、
金
庫
川
、
剤
、
聞
南
地
区
白
一
引
J

上
フ
ッ
ク
白
聞
、
と
い
う
ル
子

ぐ
9

私
t
ち
宜
世
に
は
闇
闘
な
い

わ
M

と
い
っ
た
闘
を
な
さ
る
が
、

ま
あ
お
閉
吾
な
さ
い
.
醇
判
白
ド

キ
品
メ
ン
ト
小
間
「
慰
週
間
島
」

(
小
県
育
夫
著
・
芸
支
社
〉
は

H

圭
車
死
酷
白
目
'
を
想
定
し
て

「
ク
ル
マ
の
槽
階
申
比
は
白
木
を

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
れ
」
と
書
い
て
い

る
が
、
そ
こ
ま
で
考
え
ず
P
E
ま

ず
は
、
尽
に
嗣
介
す
る
ト
ラ
ッ
ク

君
白
骨
会
E
P
に
罵
闘
に
目
者
向

け
て
み
る
と
い
t
じ
宇
レ
ょ
う
.

た

の

し

く

た

め

に

な

る

企
画
で
母
子
を
ご
招
待

国壬i!.-

ず
之
Z
小
足
白
軍
睡
で
は
高
額
白
担
金
を
は
ら
っ
て
薫
肱
聞
を
た
白
ん
古
い

宅
情
資
格
で
指
揮
さ
ん
と
館
山
曙
〈
置
に
い
b
れ
な
い
ま
珪
薄
暗
d

ん
か
豊
富
升
所
よ
り
要
れ
玉
音
ず
る
.

融
政
柵
栢
A
H
斯
に
払
内
希
金
も
加
わ
っ
て
高
一
酉
に
な
る
白
だ
.
あ
ま
D

高
骨
ゼ
は
鮪
理
か
も
し
れ
な
い
が
坦
嗣
問
中
高
年
畑
人
を
鞍
育
し
何
か
そ

う
い
っ
た
責
栴
を
あ
t
え
た
色
芦
湾
で
亙
ろ
う
.
若
い
人
と
対
暗
に
や
っ

て
持
〈
に
は
体
刀
が
輔
理
な
ゐ
夜
、
動
暫
時
間
を
埋
〈
し
工
セ
れ
に
見
合

Z
結
棋
に
7
れ
ば
よ
恥
で
あ
ろ
う
.
そ
内
正
れ
ば
病
院
聞
は
貴
格
自

あ
る
人
出
散
を
ふ
や
ぜ
る
で
あ
る
P
レ
、
患
者
側
も
資
格
白
あ
る
人
を
ま

〈
奈
お
る
よ

2
Lな
る
.
平
育
て
白
軒
っ
た
主
冊
は
畳
一
酬
を
生
か
し
て

や
苦
L
い
喧
瞳
人
に
な
れ
る
で
あ
ろ
う
.
ま
が
摩
年
に
な
っ
た
独
島
女
性

白
寓
脱
輪
白
場
L
も
な
ろ
う
.
と
に
か
く
は
っ
壱
ぬ
し
な
い
も
や
り
白
制

度
宰
世
め
て
い
る
自
は
止
め
、
高
品
官
暫

ι少
し
で
も
明
る
い
珊
描
を
つ

く
っ
t
b
よ
い
で
は
な
い
か
.
私
は
女
憧
で
あ
る
し
さ
L
あ
た
っ
て
病
院

白
署
睡
宅
例
に
あ
げ
骨
炉
、
閉
経
も
含
め
る
と
車
量
舟
多
〈
白
晒
揖
に

己
申
よ
高
正
融
車
が
で
宕
る
と
E
5.
事
人
自
生
き
が
い
に
ヨ
な
削
6

奇
蘭
冊
者
四
方
々
E
J
ぞ
亡
白
聞
圃
霊
場
え
て
い
た
だ
き
た
い
.

都
議
連
都
民
主
『
幹
事
義
美
子

{割3唖E便曲肥司}(適者団9号〉

だ
心
田
h
r唖
じ
か
す
る
.

且
い
切
3
a
t
卓
不
足
由
晴
輔
か
色
制
度
改
革
で
き
な
い
也
甲
F
z

h

手
.
甚
壇
看
醒
白
病
院
ハ
入
扇
風
者
に
開
瞬
間
で
珊
慢
酬
を
つ
廿
ず
さ
れ
る

己
と
に
な
っ
て
い
る
開
院
)
で
あ
D
な
が
ら
、
量
置
車
曹
人
院
の
開
曙
腹

開
不
足
白
t
め
瞳
か
付
帯
を
つ
廿
プ
ぞ
れ
と
い

F
ι
cろ
が
多
い
.
そ
し

事
人
白
描
叫
『
福
祉
と
叫
ば

れ
て
い
る
現
在
、
何
か
守
的
な

己
と
で
忘
れ
b
れ
て
い
る
と
と

は
な
い
一
杷
A
再
払
.

一
人
事
お
更
に
対
し
て

も
輔
々
対
慣
が
た
て

6
れ
、
肪

問
圃
担
定
期
的
に
防
閉
す
る
己
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
ゆ
守
な
な
軍
人

削
多
〈
な
か
な
か
究
げ
入
れ
b
れ
な
い
そ
hゐ
~
3
偉
恒
輔
い
場
合
を
陣

い
て
老
人
は
な
る
べ
〈
自
丹

3
8る
己
》
ほ
や
り
、
ま
た
や
レ
母
あ

中
白
世
に
立
ち
た
い
と
曙
正
て
い
る
人
が
多
い
》
葺
い
て
い
る
。

世
松
白
聖
語
福
祉
直
宝
章
第
団
(
畏
待
川
保
理
事
畏
〉
白
中
に
あ
る
老
人

宇
ム
w
エ
デ
Y
D
F
で
は
、
大
￥
自
草
曲
聞
申
告
廷
を
陣
辱
退
職
し
た

お
じ
い
さ
ん
が
セ
白
事
車
密
出
白
申
に
あ
る
付
属
高
一
苦
情
闘
世
レ
て
い

t
F
、
畏
百
十
脅
社
白
旺
裂
を
し
て
い
士
お
ば
あ
さ
ん
が
己
白
老
人
ホ
!
ム

白
童
基
け
も
っ
て
ト
弓
掃
除
響
か
け
て
い
答
お
じ
い
さ
'
催
、

私
に
も
何
か
さ
せ
ず
ぞ
れ
と
遣
会
任
事
・
に
つ
い
て
い
る
と
白
己
と
で
あ

っ
有
己
白
ホ
ー
ム
白
老
人
量
刑
生
き
障
害
宇
υ
て
い
る
白
世
、
軍
ま
れ

ゆ
俊
輔
や
宣
車
だ
け
で
な
〈
、
自
丹
は
ま
だ
人
目
世
に
た
っ
て
い
る
と
い

内
任
事
由
あ
る
申
苦
手
雪
合
高
年
四
貴
重
注
蓄
を
持
つ
お
年
寄
一
如

寓
ド
求
め
て
い
る
も
の
は
、
仕
事
者
レ

τ滋
四
百
る
と
い
う
こ
と
、
曹
ば
れ

る
存
在
に
な
る
と
い
う
己
介
宅
あ
ろ
う
.

そ
れ
に
は
事
人
量
白
職
場
カ
な
〈
す
ほ
な
b
な
い
.
高
齢
者
職
担
相
世

所
が
出
荊
+
生
文
ふ
~
如
、
相
互
田
署
置
に
た
よ
っ
て
い
る
予
告
J
で
ま
戸
李
白

第工74号

山
あ
か
る
い
職
場
が
一

…
老
人
の
生
き
が
い
…
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霜カTつかないフリーザー
乾燥をおさえた冷蔵室

フリーザーと冷厳室を断熱材て遮断し、

それぞれに専用冷却器を設け別々l二冷

やすい・これが〈ダブル冷却器〉です。

〈沖縄~ルソン~香港〉海底ケーコカレ開通

人三聾瞳楢

-冷蔵室内の乾爆をおさえ

食品の新鮮さを保ちま主

〈ニューみE怖の冷蔵室専用冷却器は冷諸室内に露

出した直市式(冷気自然対流方式)ですか句、冷蔵室内

に凪がな〈食品が乾燥千ること合唱。ません.

・7リーザーと冷蔵室との移リ香が立し

おいしい氷がつくれま乱

〈ニaーみE怖のフ"ーザーと冷蔵室町聞は断熱材で遮
断されていますfJ"'>市灘室申きまぎまな臭弘、がフリーザー

に移。て氷をまず〈してしまうニkがありません.

三聾踊顕治面庫
MR-251F揖・MR.251FL酷{左側き)
有鎗内容JJ202I(肉フ'}ーザ位1)

.事価格 139，8∞門 外形寸法定高さ1，510X幅500x奥行も耳咽..・61匂

お問合せは

-図孫一先生{随匁O.M人}
鳳井千次先生{作車}
新車到隣人先生憎筒E・}
高階秀圃先生{疲奪実'"時"商品'輔副
書欄・."先生{九州文-.sWt!iI.担支零)
多湖輝先生(千.犬繁....心理掌)
多図道太郎先生
(J:IZ1;:当俳人支脈傘研究B腕敏授、コミaニ.ーシ，〆愉)

圃 伊5久陪先生(作・酎
寺山修司先生情人惨事}
..咽像先生仲置~掌者元東車大掌elt)

戸JIい・夫先生{作劇
.lIII多.乎先生{縄入、作01
外山滋比古先生

"町奪"窓会予.~翁...釆.掌}
豪Aヨ俳優也先生{歴史学者.完立.・.考慮慢}
羽仁遣先生憎賓~・}
福ロ靖之先生憎掌幌大学.授喝さ判
後本清張先生{作蔵}
a 敏IO先生{作..，
議ヨ修習鱒先生f".I!)
山a・m予l¥01E'女食史観史書}

三糊定!

'H奮綱}

な「自分の存在Jに気づき、おどろこう

ではあbませんか。そのrおどろき，か

ら、もういちど、合併びをはじのよ2うで

はあDませんか。

あなたも、学Uの幽殉~o

|三井教養セミナー|

と."幻闘い合わぜ.，~裕ちして勾D傘ず.

三井教饗セミナ一事務局
⑦ .. ・・1 ・劇中禽鱒..・・ι・・・"骨
三m・・・・z・11. o (03) zss.-7565 

• 三弁鰻璽セミナ は、著名立化人、開国
人~..聞に迎えて、闇和49匁 4月から

会圏各a事前で開舗中です. • 刷舗として伐の集会主のご甑カをいただ
いておDます。

金図鑑'"先生
，u大司俳人女粍学研突漸・.. 適当，~I

金箇一審彦先生u・文掌.授、..零}
草鋼大蔵先生{僻厳酎

への債総舎、あらためてゆD勘かそう

ではあDませんか。自分は、じつは同

も闘っていないのだ、というあの F厳

聞の岡」によって.そして、そのよう

.'，、伺司"学びの幽."，開3"が出来着陸した.
4砂@の鴨績は「冨期と弘，です.
・三野鞠・4曽よ〈照ョていただ〈ための'T
.守~ ~.険とロマンーFー...現鴛にした却

の梅o，も幽銀世止した・どちらむ、ご桶圃の
コ引.ハガキにて右慰金でお申込み〈だき砂、

• 鷹取犬繁ヌ")tEl<e'l.e・周回
斬凶社規買健志祉学;:5!:ltJ隆、棚田町..・・
..闘を縫て、調復、・仰構動に珊"0

150億円。 KDDは、このうち40%を

負担していますL

KDDは国際通信の窓口として
さらに努力を続けます

KDDが手がりた海底ケープノレI~、

第1・第2太平洋横断ケーアツν、日

本海ケープル、日中ケープル仁ついで

これで5本目。すでにおなじみのr通
信衛星J近距離通信のニトス「散乱

波J、船舶通信の新星『マリサット衛

星Jなru.もに国際通信のネットワ
ークを形づくっています。それぞれが特

長を生かLT..:t>'らスピーディに、また確

実に、日本t世界を結んでいるので
す。 KDDはよれからも、世界を〈まな

くオづトする通信ノレートの完成時ぎし

努力を重ねていきます。

ぬ

D
一

恥

D出
問

V
R

全長2，220km一一日本と東南アジ

ア諮闘を結ぷ国際通信の新ノレート.

電話なら同時に1，600組もの通話が

できるピアグリレートです。経済協力

平文化交流なE、日本と東南アジア

諸国との関係は今後ますます深まるこ

とでしょう。緊密なコミュニケーション

を欠〈ことはできません.こ(!J(沖縄~

ルソンー香港〉ヶ-7j吋阜、アジアを

結ぶ国際通信の太Lリ切プ役として

大きな新待カ旬、けられているのですミ

アジア地域で最大愚新の

海底ケープルです

奇東南アジアが

グアム経由の海底ヶ-7í~ 太平洋・

インド洋上空のインテルサット衛星、

そして今度の新ケーフ〉凡東南アジア

への通信動脈は3ノレートじなりました。

将来、通信量がふえても、また万-1:

れかが故障しても、混乱な〈コミユエ

ケーションが保てる態勢でt それだ

り仁、投資も多大仁ならざるをえま

せん.この新ケー-:/)νの総建設費は

国際通信には二重三重の

「備え」が必要なのです

また近くなった。

o 
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ほ
と
ん
P
る
-
部
を
輸
入
に
願
っ
て
い
る

貴
重
な
石
油
を
お
%
も
消
京
レ
で
つ
く

わ
れ
る
電
気
、

ζ
れ
を
去
十
に
つ
か
う

こ
と
は
強
い
時
代
の
一
要
情

前
回
は
寂
庭
電
気
回
帥
具
の
う
ち
消
費

量
第
一
位
の
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
援
い
方

を
研
究
し
た
が
、
今
回
は
消
費
量
第
二

位
の
照
明
そ
の
他
に
つ
い
て
効
率
的
な

つ
か
い
方
を
、
同
じ
く
東
京
軍
力
の
ア

ド
バ
イ
ス
か
ら
紹
介
し
き
。

消
費
婁
な
は
、
け
い
光
灯
は
自
然
灯
の
の
方
法
.

約
三
分
の
一
で
済
む
.
一
日
五
時
間
使
マ
ラ
ン
プ
手
を
つ
じ
堂
ぶ
れ
ず
に

pyじ
て
月
に
九
・
六
J
w，
ア
ワ
ー
も
照
明
縛
具
に
は
ほ
乙
り
が
つ
き
や
す

の
差
が
で
る
・
ま
た
、
球
の
寿
命
も
白
い
@
半
年
間
も
放
っ
て
お
く
と
、
明
る

熱
灯
は
約
一
千
時
間
、
け
い
光
灯
ば
五
さ
は
こ
劃
も
低
下
す
る
・
-
フ
シ
プ
と
一

千
時
間
程
度
芝
、
け
い
光
灯
の
方
が
は
絡
に
灯
兵
の
そ

2
志
向
い
れ
言
、
こ

る
か
に
長
生
き
で
あ
る
。
れ
だ
け
の
こ
と
を
注
意
す
る
だ
け
で

購
入
時
は
、
け
い
光
灯
の
方

T
D
月
に
約
二
百
円
の
電
気
代
の
節
約
に
な

ょ
っ
と
高
く
て
も
結
果
的
に
は
経
済
的
る
。

と
い
え
る
。
+
旬
、
け
い
光
灯
は
明
る

小
さ
な
心
づ
か
、

大
き
な
エ

ノレ

ギ
ス
イ
y
チ
を
入
あ
る
と
、
す
ぐ
臨
像
を

1
-フ
ー
は
家
庭
電
気
機
且
悼
の
う
ち
、
優
は
冷
房
用
で
あ
る
・

出
ず
た
め
に
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
電
気
で
援
も
電
気
消
費
量
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
マ
外
気
と
の
温
度
差
は
五
1
六
度
に

め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
長
い
間
テ
レ
去
ナ
に
使
う
こ
と
が
家
計
の
節
約
に
つ
外
が
暑
い
と
室
内
の
冷
房
ダ
イ
ヤ
ル

ピ
を
見
な
い
と
き
や
寝
る
と
き
は
ス
イ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
。
を
大
量
》
め
に
し
が
ち
な
も
の
・
冷
房
の

ツ
チ
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
年
聞
を
通
じ
て
、
電
気
が
般
も
多
〈
告
義
子
ぎ
は
電
気
の
ム
ダ
使
い
ば
か
h
u

ン
ト
か
ら
按
〈
こ
と
。
ま
た
、
一
一
段
ス
使
わ
れ
る
の
が
亮
春
の
四
1
宣
月
に
か
、
体
の
た
め
に
も
よ
〈
な
い
。
外
の

イ
V
チ
を
切
る
乙
と
。
一
回
一

O
時
比
べ
て
三
劃
も
消
費
が
揃
え
る
。
そ
れ
温
度
L

宮
五
度
程
度
低
い
の
が
適
閣
時

聞
こ
の
レ
全
J

に
す
れ
ば
月
に
約
一
・
八
も
暑
い
自
の
午
後
一
時
i
三
時
に
か
け
外
気
温
に
合
わ
せ
ず
之
ナ
ま
め
に
関
節
す

♂
弓
ア
ワ
1
約
三
一
円
の
節
約
に
な
て
が
ピ
1
ク
。
夏
の
需
要
の
三
分
の
一
る
乙
と
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
般
置
場

る。
カS

所
も
、
室
外
部
分
は
直
射
日
光
を
声
『
け

目
隠
に
。
も
し
臼
哲
司
た
る
高
官
人
お
く

場
合
は
、
ひ
さ
し
を
つ
け
る
と
効
率
が

よ
く
な
る
。
乙
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
が
ム
ダ
使
い
を
防
ぐ
。
一
人
一
人
の

小
さ
な
心
づ
か
い
が
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

ク
ー
ラ
ー
は
直
射
出
光
の
当
る
所

に
置
《
跨
は
日
除
け
を
つ
け
る

i γ ?fhとア ピ三協h 引き費全伝 宣言曹ZdH3伝子夫
Ei警 i時計h 咋 2TZ
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【
照
明
】
マ
言
め
に
消
す
い
反
面
、
白
熱
灯
に
く
ら
べ
暖
か
い
、
【
テ
レ
ビ
】
マ
部
屋
の
大
き
さ
合
わ
せ
て

も

frB大
き
な
ム
ダ
は
ツ
ケ
放
し
。
く
つ
ろ
い
だ
ふ
ん
囲
気
を
出
し
に
く
い
家
庭
用
の
電
気
様
具
の
電
気
消
質
量
‘
草
ぷ
部
屋
で
大
き
な
テ
レ
ピ
は
場

ち
ょ
っ
と
部
屋
を
出
る
と
き
も
、
手
ま
面
が
あ
る
。
昼
間
、
会
社
で
け
い
光
灯
ナ
ン
バ
ー

3
は
テ
レ
ピ
。
テ
レ
ピ
も
照
所
を
と
る
だ
け
で
な
く
、
自
の
た
め
に

め
に
消
す
の
が
上
手
な
使
い
方
の
コ

y
の
下
で
す
と
す
と
主
人
に
、
せ
め
て
家
朋
と
同
様
、
っ
け
終
レ
に
し
が
ち
な
も
も
よ
く
な
い
。
部
屋
に
合
っ
た
大
き
さ

四
O
w
vの
白
熱
骨
唱
球
を
毎
日
一
時
間
手
廷
で
は
く
つ
ろ
い
だ
明
る
さ
で
と
い
う
の
。
音
だ
け
を
聞
き
な
が
り
他
の
仕
事
の
テ
レ
ピ
を
選
ぶ
ζ
と
。
お
お
よ
そ
の

ま
め
に
消
す
と
、
月
に
了
二
J
W
P
ア
場
合
は
、
堅
付
の
プ
ラ
ケ
ッ
ト
や
ダ
ワ
が
す
る
と
き
は
ラ
ジ
オ
で
十
符
カ
ラ
目
安
は
四
・
豆
長
・
一

O
型
3
一四

ワ
1
の
節
約
に
な
る
。
ン
ラ
イ
ト
な
ど
を
併
用
す
る
。

l
テ
レ
ピ
を
一
日
一
時
間
消
す
と
、
月
現
六
畳
・
一
四
型
1
一
八
司
八
一盛

マ
経
済
的
に

は

け

い

光

灯

一

室

多
照
明
に
よ
り
目
的
に
よ
っ
て
に
四
・
五
品
ア
ワ
!
約
八
五
円
の
節
約
・
ニ
ハ
型
土
一
O
建
一
円
逼
・
一
九

け
い
光
灯
は
白
然
灯
よ
D
経

済

的

。

照

明

を

考

え

る

方

法

ゃ

、

多

少

効

率

は

に

な

る

。

型

土

一

O
裂。

一ニ
O
w，
の
け
い
光
灯
と

5
o
w，

E
落
ち
る
が
、
自
警
の
さ
つ
に
暖
か
い
瞬
間
受
像
式
の
テ
レ
ビ
に
は
、
信
【
ル

l
ム
ク
ー
ラ
ー
】

熱
灯
の
朗
る
さ
は
同
じ
だ
が
、
電
気
の
色
を
出
す
け
い
光
灯
を
使
う
の
も
一
つ
五
3
一
owwの
一
電
気
が
流
れ
て
い
る
。
平
均
消
質
賃
で
は
五
番
目
だ
が
、
ク

必
品
ZPXWMvam必
E
v
h
T
9品
情
文
句
品
宮
町

y
ω
E
W
Gゐ
/
d
q山町
λ

伊
仙
Z
T制
y
e仙
沼
賢
明
ω
E
V
A岬
hvMEmyM'品
yωEVA柳、ゆ
faz喫
煙
凶
Z
E明
x
e
M引
a
a
r
w
a
h
z
v
w
h
e
w
bマ
仙
石
v
h
-
L
E
E
V
A
W
G
h
Z畑
、
』
忍
宮
市

h

s

z

一
句
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を
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さ
な
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ッ
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切
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な
い
で
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ょ
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や
シ
ャ
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ょ
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し
ま
し
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え
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け
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ボ
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良

、

、

こ

一

し

て

い

く
え
で
も
大
切
に
し
た
い
。
一
。
震
を
澄
た
と
き
は
動
作
の
演
出
一
?
ず
れ
や
す
い
の

1
2
2って
寒
色
系
の
蓄
に
マ
ッ
一

〉

ill-一

す

て

き

り

は

悔

し

げ

に

一

ま

た

ミ

セ

ス

に

な
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と

き

も

、
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霊
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そ
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ち

ん

と
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せ

ま

し

ょ
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の
油
絵
展
一

-

J

t

守

1

1

一
和
限
界
出
と
い
易
会
も
ぎ

な

D
一
着
物
を
汚
さ
な
い
き
に
身
体

2
一
ン
を
使
っ
て
肌
の
透
明
感
を
出
し
、
肌
一
議
後
最
、
え
D
足
美
し
く
一

i
i
i

?
a
z

一
ま
す
。
蒸
し
祭
い
夏
の
着
物
姿
季
つ
一
つ
昔
、
手
を
添
え
た
P
、
そ
の
や
さ
一
告
示
震
の
闘
型
フ
ァ
ン
デ
l
ジ
一
塁
る
た
め
、

著

書

人

は
ア
ッ
プ
一
室
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が
集
ま
っ
て
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泊
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t

E
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と
涼
し
気
に
み
せ
る
た
め
の
ポ
イ

ー

ー

ー

一

ン
ト
を
き
い
て
み
ま
し
た
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観
菜
、
葉
、
波
紋
、
襲
警
一
幸
聴
は
、
は
っ
き
D
と
昼
間
の

と
水
の
流
れ
や
、
一
足
思
議
事
一
興
事
署
員
が
あ
り
ま
す
が
、

護
主
義
し
く
表
現
す
る
夏
の
主
義
に
は
、
ー
は
っ
き
り
し
た
区
別
が
あ

一
り
ま
せ
ん
。

一
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P
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あ
わ
せ
て
、
小
紋
や
訪
問

一
替
を
。
夕
涼
み
や
湯
あ
が
D
だ
っ
た
ら

一
ゆ
か
た
と
い
っ
た
ふ
う
に
選
ぶ
わ
け
で

一
ず
。
割
問
物
だ
け
に
見
苦
し
い
着
付
け
は

す
ぐ
自
に
つ
章
子
。

一
弱
い
夏
だ
か
ら
ζ
そ
、
要
点
を
お
さ

一
え
て
、
き
ち
っ
と
着
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
神
経
を
び
D
っ
と
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張
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せ
ま
し
ょ
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ト
に
住
む
デ
ボ
ル
ト
家
は
世

界
で
も
例
の
な
い
H

特
別
H

な
家
族
令

十
九
人
の
子
p
r日
た
ち
の
う
ち
十
三
人

は
ハ
ダ
も
髭
も
ヒ
ト
ミ
の
色
も
さ
ま
ざ

ま。
ひ
と
き
わ
朋
る
〈
は
ず
む
笑
い
声
、

あ
れ
は
カ
レ
ジ
の
声
。
彼
女
は
水
泳
と

音
楽
が
大
好
き
な
七
才
の
オ
テ
ン
パ

湾
問
じ
年
む
ろ
の
お
ま
せ
な
吉
丁

ち
ょ
っ
と
そ
そ
っ
か
し
い
ウ
ェ
ン
デ
ィ

l
、
み
ん
な
小
さ
い
け
れ
ど
家
事
の
お

手
伝
い
は
熱
心
だ
。
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日曜日はパンづくり
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いつもの日曜日より、ちょっと早起きしてパンづくりなんでいか

がですか。たのしいですよ。台の上に生地を叩きつけるのは、 パバの

仕事。約150回、 10-15分も叩きつけれi正ちょとした運動にもなり、
できあがったノfンもいっそうおいしいというもの。叩きつけたノfン

生地は、約1時間、 30・C位の暖かいところで醗酵させてから、いお、ょ

形づくり。パパはダイナミックに、ママはカッコよしそして、お子

さんlま可愛らしく。あとはオープンで仕上げますL待ちEおしい焼き

あがえ。わが家でつくった、焼きたてのパンのおいしさは格別です。

それにとても経済的ですL

クリーム(35g)・・・・￥4，∞o

ftがし〈ても、夜の3分間、gじりと頬と首すじiこ・

ゆったりした気分で、怠なが〈、とくlニ小ジワのでやすい笥

じりと頬と首すじl阜、、たわりながら・・・これがメイヤング〈スバ

リア〉の上手な使い方ですhさあ、今夜からはじめましょう。
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地
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や
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反
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紺

や
草
色
の
着
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夏
の
和
服
逃
ぴ
の
参
考
と
し
て
鐙
え
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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か
や
か
な
着
物
姿
を
よ
hu
笑
し

〈
み
せ
る
に
は
日
傘
や
陽
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な
ど
の
小

物
を
使
う
と
効
果
的
甘
す
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ス
な
ど
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透
け
た
日
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か
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ま
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②
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節
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台
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③
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、
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え
な
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、
ど
川

川
繊
維
製
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の
種
類
が
多
く
な
っ
て

川
お
D
洗
積
も
テ
ン
ポ
を
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え
な
け
れ
の
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が
可
能
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予
定
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グ
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安
田
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。
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③
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。
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。
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築
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台
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る
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台
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憶
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あ
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①
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の
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の
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一
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金
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一

一
し
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わ
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い
る
、
し
干
れ
た
デ
ザ
イ
一

一
ン
が
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色
。
レ
ン
ズ
は
ガ
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ス
製
O
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本
一

一
は
ニ
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五
倍
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ェ
ー
ン
の
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は
七
一

一
土
ハ
句
、
お
ね
だ
ん
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こ
千
八
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円
一

一
携
帯
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ル
1
ベ
〈
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右
〉
は
五
三

一
四
角
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
y
ク
レ
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ズ
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倍

一
パ
ン
食
が
定
着
し
て
、
み
そ
汁
雌
れ
「
夕
食
型
」
、
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て

一
が
起
き
る
か
と
、
ひ
と
こ
ろ
業
者
を
心
従
来
の
「
朝
食
型
」
と
い
え
き
品
、

一
回
さ
せ
た
が
、
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
な
夕
食
時
に
み
そ
汁
を
つ
〈
ら
な
い
場

一
か
な
か
に
突
力
が
あ
h
u
、
テ
レ
ビ
コ
マ
合
は
、
す
ま
し
汁
を
つ
〈
る
・
平
均
す

一l
シ
ャ
ル
で
も
帽
を
き
か
し
て
い
る
。
る
と
乙
れ
が
週
0
・
八
司

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
や
っ
て
き
た
ア
ン
と
平
凡
な
家
庭
の
主
婦
ド
ロ
シ
l
夫
人
れ
を
努
フ
調
子
を
避
け
、
彼
等
の
日
常
一
一
+
~
だ
傾
向
は
、
世
代
の
好
み
の
変
混
食
生
活
の
洋
風
化
と
い
っ
て
も
ス
ー

タ
ク
は
ベ
ト
ナ
ム
斜
理
が
大
得
意
。
大
は
五
人
の
子
ど
も
と
二
人
の
養
子
を
か
を
淡
々
と
写
し
出
し
て
い
る
だ
け

Jav
一
t
一
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
。
全
体
的
プ
、
シ
チ
ュ
ー
は
そ
れ
ほ
ど
に
定
着
レ

き
な
フ
ラ
イ
パ
ン
を
ガ
タ
ゴ
ト
、
台
所
か
え
た
ま
ま
、
夫
ア
ト
ヲ
ッ
ド
氏
に
先
も
か
か
わ
弘
子
観
て
い
る
者
の
心
の
琴
一
一
-
」
は
朝
食
に
み
そ
汁
を
と
る
人
が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
〈
、
い
然
、
み
そ

は
お
い
し
そ
う
な
に
お
い
で
い
っ
ぱ
立
た
れ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
線
に
ふ
れ
、
お
も
わ
ず
涙
が
と
ほ
れ
て
一
一
て
い
る
の
に
対
し
て
、
夕
食
形
が
ふ
え
汁
健
在
で
あ
る
。

ぃ
。
二
人
は
戦
災
で
受
け
た
傷
が
も
と
愛
の
努
力
は
続
け
ら
れ
、
そ
の
後
一
九
じ
ま
う
。
わ
れ
わ
れ
虫
』
ヤ
れ
か
け
て
い
一

b

.

一

i
、

一

「

う

ち

の

主

人

は

、

み

そ

汁

と

お

新

で
足
が
不
自
由
、
松
葉
忠
カ
ナ
ダ
佐
市

δ
年
、
現
在
の
夫
デ
ボ
ル
ト
氏
と
再
た
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
を
よ
び
も
ど
一
目
ハ
一

一

i
υ

一
番
が
な
い
と
気
嫌
が
惑
い
の
」
あ
る
四

を
使
っ
て
毎
朝
新
聞
配
湾
婚
し
で
か
p
pも
を
の
活
動
は
氏
の
協
力
し
、
問
い
か
け
亨
ふ
る
ょ
っ
な
映
画
一
伴
睦

L
J
一

一
捌
出
羽
一

-tea
l-J
S
L
一
十
代
の
主
婦
が
い
っ
奈
、
一
家
の
中

両
親
を
空
獲
で
失
な
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
を
加
え
て
一
層
強
力
な
も
の
に
な
っ
て
で
あ
る
。
一
段
認
怖
心
一
一
;
一
一
‘
・
4

一

一

L
Pト
=
野
勺
:
レ
h』
一
で
み
そ
汁
を
好
む
の
は
女
性
よ
り
男
性

か
わ
υ
ば
ら
く
情
緒
不
安
定
だ
っ
た
フ
い
っ
た
。
『
人
生
を
一
本
の
腕
、
あ
る
い
は
足
一
ヘ
ワ
=
4
4
.
二
岨
川
一

一
，
勺
ノ
コ
ト
ト
:
パ
W
J

一
手
供
よ
り
大
人
、
つ
ま
D
「
お
じ
い
ち

オ
ン
も
い
つ
の
間
に
か
家
族
に
と
け
ζ

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
た
子
を
持
た
ず
に
生
き
ず
ゆ
〈
人
も
あ
D
ま
一
，

4

こ
寸
一
一
、
ノ
一

一
」
}
一
一
ふ
f
一
一
?
ん
一
平
ん
と
お
父
さ
ん
」
が
る
そ
汁
年
代
と

ん
で
表
情
も
一
段
と
明
る
く
な
っ
え
ど
も
た
ち
と
い
え
ば
、
暗
く
み
じ
め
で
す
。

H

陣
予
と
い
う
言
葉
を
人
間
の
一

J
M
一一
L
士

一

一

じ

一

一
目
』
Z
=
z
、
一
一
1
H
1
~
い
う
と
と
に
な
ろ
う
か
。

肉
体
に
関
し
て
だ
け
適
用
さ
せ
る
の
は
一
川
区
一
ぺ
f

-

一
日
一
一

一
高
ベ
ゴ
=
u
m
r
コ

E
H
ト
一
み
そ
汁
づ
く
り
の
自
信
は
、
年
齢
の

わ
れ
わ
れ
の
う
ぬ
ぼ
れ
に
す
者
蚤
せ
ん
一
寸
ソ
二
一
一

7
q
一
一
ー
ー
パ
一

c
f
〉

か

唱

噌

M
Z
E

一

ヤ

定

一

一

二

:L
一

高
さ
に
比
例
し
ず
ゆ
く
。
四
十
五
1
四

J

f

b

ベ
ニ
回
目
J

M

M
昨

日

刊

弓

一

時

一

戸

一

的

…

…

か

一

識

の

主

婦

の

半

数

近

〈

は

「

大

い

に

勇

気

、

愛

育

そ

し

と

墾

搾

が

っ
て
い
な
か
っ
た
か
を
署
長
一
型
一
一

;i
…一

む

…

日

時

ド

れ

諮

問

け

E
ヲ

左

〉

碍

タ

取

引

て

君

二

倍

町

る

こ

と

を

望

ん

で

い

ま

す

』
と
ジ
ョ
ン
一

月

ご

』

弐

一

Z

E

E

-
三
Z
E
E
-
=
=
E
E
E
-
-
E
E
-
-
=
=
=
-
三
:
;
=
=
=
:
一:

コ

1
テ

ィ

ー

は

結

っ

て

い

る

。

一

月

d
二
一
う
の
は
、
み
存
率
禁
固
ま
っ
て

お

金

や

同

情

で

な

い

、

岩

手

遥

一

車

・

い

る

と

と

の

電

君

主

。

J
-
Rは
二
階
に
向
う
十
議
の
階
段
悲
壮
感

zig-まし
い
雲
、
愛
情
と
震
と
努
が
一
て
来
て
い
る
。
以
前
の
ま
に

2

3づ
く

幻

自

が

る

を

に
挑
戦
中
・
足
も

E
E患
彼
に
ち
だ
が
、
デ
ボ
ル
ト
家
に
は
い
っ
さ
い
デ
ボ
ル
豪
華
界
一
の
ユ
ニ
ー
ク
な
一
も
み
そ
汁
と
い
う
家
庭
が
雪
「
朝
劃
一
」
ほ
ん
の
を
で
、
特
に
ニ
高
級
ま
で

と
っ
て
こ
の
階
段
は
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
そ
れ
が
な
く
、
い
つ
も
底
け
ぬ
に
宮
家
族
に
し
た
。
(
上
映
時
間
、
一
時
間
一
「
夜
空
に
分
化
し
て
い
る
。
朝
食
に
に
多
い
の
だ
が
、
即
席
み
存
宗
ン

に
等
し
い
。
し
か
し
サ
ニ

1
3
5
〈
快
活
で
歌
と
歓
声
の
あ
ふ
れ
る
楽
天
十
三
分
。
カ
ラ

1〉ア
メ
リ
カ
・
コ
l
一
パ
ン
葬
む
世
代
が
ふ
え
て
い
る
と
い
の
臨
時
的
に
ぶ
つ
か
わ
れ
な
い
。

も
M
H

征
服
H

レ

た

の

だ

。

的

な

フ

ァ

ミ

J
ー

で

あ

る

。

一

う

乙

と

で

あ

ろ

う

。

購

入

先

は

「

ス

ー

パ

ー

袋

づ

め

」

が

テ
ィ
フ
ィ
ル
ム
ズ
、
九
用
十
目
、
東
京
一

血
縁
、
民
族
、
国
境
を
乙
え
た
国
際
こ
の
映
画
を
著
し
た
ジ
ョ
ン
・
コ
地
方
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
明
一
「
毎
朝
み
ぞ
汁
を
と
る
」
の
は
五
十
圧
倒
的
。
合
せ
み
そ
の
習
慣
も
薄
れ
て

養
子
家
庭
、
デ
ボ
ル
ト
家
は
た
だ
い
ま

l
テ
ィ
は
同
家
に
=
一
年
間
カ
メ
ラ
手
ハ
菌
室
エ
ミ
皇
賞
、
原
作
一
歳
以
上
が

5
3
2高は
い
る
が
、
と
の
習
今
後
の
注
目
の
し

総
務
ニ
土
人
。
そ
の
震
さ
な
官
え

Z
Eた
苦
志
ち
の
い
き
い
き
ジ
ョ
セ
フ
・

p
・
ブ
ラ
ン
ク

「
山
頂
一
そ
の
半
分
建
逆
に
夕
食
で
は
二
十
ど
こ
ろ
。
(
全
壊
噌
工
業
協
同
組
合

H

ミ
一
一
国
連

L握
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
た
表
撃
つ
ぎ
に
フ
ィ
ル
ム
に
と
へ
の
程
」
)
喜
裂
給
一
代
の
若
い
主
婦
が
よ
く
み
そ
汁
を
つ
く
迎
合
会
言
語
の
二
患
者
一

し
い

.

b

え

て

い

る

。

そ

の

映

像

は

感

傷

や

恵

一

っ

て

い

季
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